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緑色戦線とヴァイマル共和鋼期の農業政策（豊永）

　
【
要
約
】
　
一
九
一
八
年
革
命
を
経
て
「
ユ
ソ
カ
…
の
保
護
」
n
「
下
物
の
保
護
」
と
い
う
形
を
と
っ
た
農
業
政
策
が
崩
れ
さ
っ
た
後
、
農
業
政
策
は
ど
の

　
よ
う
な
方
向
に
進
み
、
農
業
者
は
ど
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
農
業
者
の
ナ
チ
化
の
原
因
を
問
う
さ
い
、
ま
ず
こ
う
し
た
疑
問
が
浮
か

　
ぶ
。
小
稿
は
一
九
二
九
年
に
結
成
さ
れ
た
農
業
者
の
統
一
戦
線
た
る
「
緑
色
戦
線
」
の
活
動
を
通
し
て
、
こ
の
疑
問
を
考
察
し
て
ゆ
く
。
戦
線
は
相
対
的

　
安
定
期
の
集
約
化
・
合
理
化
政
策
に
そ
っ
た
層
が
農
業
恐
慌
下
に
価
格
引
き
上
げ
要
求
に
的
を
絞
り
、
意
志
の
統
一
を
は
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
次

　
戦
線
は
低
農
産
物
価
格
政
策
の
う
ち
轍
物
に
つ
い
て
高
価
格
政
策
に
転
轍
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
し
か
し
第
二
次
戦
線
に
よ
る
畜
産
・
酪
農
製
品
価

　
格
の
引
き
上
げ
運
動
の
段
階
に
な
る
と
、
戦
線
自
体
の
脆
弱
化
お
よ
び
世
界
経
済
恐
慌
の
激
化
と
も
関
連
し
て
成
果
は
な
く
、
農
業
政
策
は
戦
線
の
射
程

　
距
離
を
は
な
れ
、
東
部
援
助
政
策
に
傾
斜
し
、
戦
線
を
推
進
し
た
農
民
は
運
動
の
結
果
か
え
っ
て
重
い
負
担
を
お
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
五
七
巻
二
号
　
一
九
七
四
年
三
月
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～
～
…

問
　
題
　
限
　
定

一
九
一
八
年
革
命
に
よ
っ
て
ユ
ン
カ
ー
的
プ
ロ
イ
セ
ン
支
配
の
機
構
が
崩
壊
し
、
そ
れ
と
と
も
に
第
二
帝
制
下
で
の
「
ユ
ン
カ
ー
の
保
護
」

「
穀
物
の
保
護
」
と
い
う
形
を
と
っ
た
農
業
政
策
も
崩
れ
去
っ
た
あ
と
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
制
下
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
農
業
政
策
が
遂
行

さ
れ
、
ま
た
農
業
生
産
者
層
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
二
九
年
の
世
界
経
済
恐
慌
の
衝
撃
に
よ
っ
て
ヴ
ァ
イ
マ
ル

共
和
欄
か
ら
ナ
チ
ス
独
裁
体
制
の
成
立
へ
と
ド
イ
ツ
史
が
転
換
す
る
さ
い
、
農
業
生
産
者
層
（
ユ
ン
カ
ー
と
農
民
層
）
の
は
た
し
た
役
割
の
重
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
思
う
と
き
、
こ
う
し
た
疑
問
が
浮
ん
で
く
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
う
し
た
観
点
か
ら
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
史
を
展
望
す
れ
ば
、
視
野
に
入
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っ
て
く
る
の
は
相
対
的
安
定
期
が
頂
点
に
達
し
た
一
九
二
八
年
か
ら
活
発
に
な
っ
て
く
る
農
業
生
産
老
層
の
動
ぎ
で
あ
る
。
一
方
の
極
に
は
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

プ
ロ
イ
セ
ン
州
や
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
の
ラ
ン
ト
フ
ォ
ル
ク
運
動
に
代
表
さ
れ
る
反
下
欄
的
直
接
行
動
が
あ
っ
た
。
他
方

の
極
に
は
現
体
制
の
政
策
に
よ
っ
て
農
業
危
機
の
解
決
を
は
か
ろ
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
、
そ
れ
は
翌
年
二
月
「
緑
色
戦
線
」
の
結
成
に
結
実

し
た
の
で
あ
っ
た
。
前
者
の
理
念
が
ナ
チ
農
本
主
義
に
継
承
さ
れ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
は
局
地
的
で
あ
り
、
農
民
層
下
層
の
運
動
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
後
者
は
ゆ
る
い
統
一
戦
線
と
は
い
え
一
応
全
ド
イ
ツ
的
規
模
で
農
業
者
を
結
集
し
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
制
最
後
の
局
面
の
農
業
政
策

に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
緑
色
戦
線
の
動
向
に
焦
点
を
あ
わ
せ
つ
つ
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
制
期
の
農
業
政
策
を
考

察
し
、
さ
き
の
疑
問
を
解
く
手
が
か
り
を
え
た
い
と
い
う
の
が
小
稿
の
課
題
で
あ
る
。
な
お
緑
色
戦
線
は
一
九
二
九
年
か
ら
一
九
三
三
年
ま
で

存
続
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
活
発
で
あ
っ
た
の
は
、
ヘ
ル
マ
ン
：
・
・
ユ
ラ
ー
お
よ
び
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
両
政
権
期
で
あ
る
た
め
、
小
稿
の
考
察

も
こ
の
時
期
に
限
定
し
た
㎎
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
、

①
　
ナ
チ
ス
の
社
会
的
基
盤
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
　
大
野
英
二
「
ド
イ
ツ
・
フ

　
ァ
シ
ズ
ム
の
社
会
的
基
盤
」
『
経
済
論
叢
』
第
一
〇
五
巻
、
五
〇
頁
以
下
。

②
ラ
ソ
ト
フ
ォ
ル
ク
運
動
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
中
村
幹
雄
「
ワ
イ
マ
ー
ル
共

　
和
糊
末
期
に
お
け
る
農
民
層
の
政
治
的
動
向
」
　
『
史
林
』
第
四
三
巻
第
三
号
、
　
一

　
九
六
〇
年
、
三
九
頁
以
下
。
村
瀬
興
雄
「
ナ
チ
ズ
ム
の
地
方
的
特
色
」
『
社
会
思

　
想
』
ニ
ー
三
、
一
九
七
二
年
、
六
〇
穴
頁
以
下
。

③
　
緑
色
戦
線
に
か
ん
す
る
研
究
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
が
、
戦
線
の

　
性
格
お
よ
び
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
欄
崩
壊
に
さ
い
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
評
価
は
一

　
定
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
戦
線
と
そ
の
構
成
組
織
の
」
つ
と
が
同
一
視
さ
れ
た

　
あ
る
い
は
反
対
派
か
ら
の
誹
諺
が
そ
の
ま
ま
う
け
い
れ
ら
れ
た
た
め
と
思
わ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
ド
イ
ツ
史
上
は
じ
め
て
実
現
し
た
農
業
の
統
一
戦
線
に
か
ん

し
、
ザ
ッ
へ
を
整
理
し
、
そ
の
活
動
の
軌
跡
を
正
確
に
把
握
し
た
い
と
い
う
の
も

本
稿
の
課
題
で
あ
る
。
国
フ
く
ぎ
目
。
℃
い
∪
δ
σ
q
鼻
唄
。
閏
H
o
馨
”
日
㊤
ω
Q
。
”
類
・
国
H
？

富
山
ヨ
p
H
℃
U
o
暮
。
ゆ
。
げ
Φ
諺
α
q
罠
弓
3
α
q
¢
ヨ
ヨ
Φ
9
H
累
p
o
乞
ハ
ユ
。
σ
q
ω
N
o
笠
同
O
器
始

国
・
9
0
伊
翼
。
ワ
∪
諺
℃
刷
目
α
自
認
焚
く
冒
訂
畠
p
h
窪
9
①
O
お
斜
巳
。
。
ρ
二
〇
器
昌
貯

ら
葭
図
昌
“
戦
げ
ρ
器
鳥
の
肖
≦
翼
曇
霞
菊
畠
β
σ
犀
ぎ
写
”
＜
陣
曾
8
二
ρ
プ
諺
7
0
津
。
囲
臼

N
o
諄
σ
q
①
ω
〇
三
〇
匿
。
噛
嵩
．
冒
費
σ
q
ρ
鵠
α
q
”
お
宅
曽
鴇
●
ヒ
d
母
已
醸
自
噛
諺
ロ
費
＄
ω
踏
①
H
白
g

鎧
昌
O
蝕
o
O
お
餌
巳
ω
暮
δ
昌
。
昌
α
賃
O
⑦
9
ω
0
7
0
p
ピ
p
昌
O
芝
坪
叶
ω
o
げ
鋒
営
μ
㊤
母
・
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一
　
緑
色
戦
線
の
「
四
者
綱
領
」

緑色戦線とヴァイマル共和制期の農業政策（豊永）

　
①
　
戦
線
結
成
の
事
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
倒
制
下
に
お
い
て
は
農
業
経
営
者
三
人
の
う
ち
二
入
は
い
ず
れ
か
の
職
業
身
分
組
織
に
属
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
、

農
業
者
の
組
織
化
が
進
ん
で
い
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
組
織
は
地
方
分
権
的
で
分
散
し
て
い
る
た
め
、
消
費
者
代
表
と
し
て
た
ち
あ
ら
わ
れ
る

労
働
者
組
織
、
輸
出
に
利
害
関
心
を
有
す
る
商
工
業
組
織
に
対
し
つ
ね
に
守
勢
で
あ
り
、
相
対
的
安
定
期
を
通
じ
農
業
者
は
政
治
的
孤
立
感
を

深
め
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
農
業
恐
慌
の
き
ざ
す
一
九
二
八
年
に
な
る
と
ま
ず
、
北
西
部
や
西
部
の
よ
う
に
商
業
的
性
格
が
強
く
景
気
の
変
動
に

敏
感
な
農
業
地
帯
の
農
民
組
織
の
間
か
ら
既
成
諸
組
織
の
融
合
を
求
め
る
動
き
が
で
は
じ
め
た
。
い
ず
れ
の
組
織
の
中
央
部
も
こ
の
時
点
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

こ
う
し
た
動
き
を
抑
え
に
か
か
る
。
し
か
し
一
九
二
九
年
に
入
り
、
バ
イ
エ
ル
ン
農
民
連
盟
や
東
エ
ル
ベ
の
農
村
同
盟
か
ら
も
農
業
組
織
の
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

一
戦
線
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
た
と
き
、
最
大
の
農
業
組
織
た
る
全
国
農
村
同
盟
の
議
長
シ
ー
レ
（
蜜
P
目
け
一
P
　
ω
O
げ
一
Φ
一
Φ
）
と
農
業
評
議
会
の
会
長

ブ
ラ
ン
デ
ス
（
国
H
⇔
㊦
Q
o
げ
　
H
W
目
P
口
口
①
o
o
）
が
、
農
民
連
盟
連
合
議
長
ヘ
ル
メ
ス
（
》
p
締
＄
ω
出
2
ヨ
Φ
。
。
）
お
よ
び
農
民
組
合
議
長
フ
ェ
ー
ア
（
〉
暮
8
切
Φ
穿
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
働
き
か
け
て
一
九
二
九
年
二
月
二
十
日
共
同
で
農
民
戦
線
の
結
成
を
宣
言
し
た
の
で
あ
っ
た
。
各
組
織
を
素
描
し
つ
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
者

が
戦
線
結
成
に
踏
み
き
っ
た
事
情
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
全
国
農
村
同
盟
（
口
O
一
〇
げ
ω
一
ρ
昌
鎌
げ
β
昌
自
）
は
正
会
員
一
七
〇
万
人
で
東
エ
ル
ベ
の
ユ
ン
カ
9
1
か
ら
テ
ユ
ー
リ
ン
ゲ
ン
や
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

農
ま
で
ふ
く
み
、
組
織
は
全
国
に
お
よ
ん
だ
。
し
か
し
「
粘
土
製
の
足
の
巨
人
」
と
讐
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
会
費
徴
収
権
を
も
つ
各
地

方
の
農
村
同
盟
の
連
合
体
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
旧
農
業
家
同
盟
と
戦
後
誕
生
し
た
ド
イ
ツ
農
村
同
盟
が
一
九
一
＝
年
に
融
合
し
た
も
の
で
あ
り
、

設
立
い
ら
い
し
だ
い
に
ユ
ン
カ
ー
の
発
言
力
が
強
く
な
る
と
は
い
え
、
中
部
や
南
部
の
農
民
層
の
勢
力
も
無
視
し
が
た
く
、
政
治
的
に
み
て
も

国
家
人
民
党
派
と
農
村
民
党
派
に
わ
か
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
旧
農
業
家
同
盟
と
異
な
っ
て
い
た
。
さ
て
、
こ
こ
に
結
集
し
た
ユ
ン
カ
ー
は
一

九
二
七
年
と
も
な
れ
ば
特
権
た
る
グ
ー
ツ
ベ
チ
ル
ク
調
を
奪
わ
れ
る
ほ
ど
に
そ
の
力
を
弱
め
て
い
た
が
、
い
ご
状
況
は
さ
ら
に
悪
化
し
つ
つ
あ
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つ
た
。
国
の
レ
ベ
ル
で
は
ヘ
ル
マ
ン
：
ミ
ュ
ラ
ー
の
大
連
合
政
権
に
よ
っ
て
財
産
税
や
相
続
税
の
引
上
げ
・
火
酒
独
占
へ
の
重
荷
等
、
邦
レ
ベ

ル
で
は
社
会
民
主
党
の
推
し
た
ク
レ
ッ
パ
ー
（
○
麓
。
田
Φ
竈
賃
）
総
裁
に
よ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
・
カ
ッ
セ
の
改
組
・
協
同
組
合
の
再
編
と
統
合
化
等
、

と
も
に
反
ユ
ン
カ
ー
路
線
の
政
策
が
着
手
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
か
れ
ら
に
と
っ
て
こ
う
し
た
事
態
の
進
展
を
く
い
と
め
る
こ
と
が
急
務
と

な
っ
た
。
ユ
ン
カ
ー
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
…
た
る
ポ
ン
メ
ル
ン
農
村
同
盟
に
お
い
て
農
民
戦
線
結
成
へ
の
の
ろ
し
が
上
が
っ
た
の
で
あ
っ

た
。
時
の
岡
盟
議
長
シ
ー
レ
自
身
は
、
ユ
ン
カ
ー
で
は
な
く
ザ
ク
セ
ン
州
の
大
借
地
農
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
か
れ
を
支
持
し
て
い
た
ユ
ン

カ
ー
の
要
請
に
応
じ
て
、
統
一
戦
線
結
成
の
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
つ
ぎ
に
ド
イ
ツ
農
民
連
盟
連
合
（
＜
・
『
・
巨
σ
q
量
α
Q
α
角
9
暮
。
・
。
げ
雲
切
ρ
器
旨
く
Φ
琶
濤
）
は
一
九
世
紀
後
半
に
カ
ト
リ
ッ
ク
地
方
で
形
成
さ
れ
た
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

民
連
盟
の
連
合
組
織
で
あ
り
、
会
員
五
六
万
人
は
主
と
し
て
中
小
農
か
ら
な
っ
た
が
、
個
々
の
連
盟
を
は
じ
め
中
央
機
関
の
指
導
部
は
大
土
地

所
有
者
お
よ
び
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
職
者
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
政
治
的
に
は
中
央
党
と
バ
イ
エ
ル
ン
人
民
党
を
支
持
し
て
い
た
。
一
九
二
八
年

末
に
ヘ
ル
メ
ス
が
議
長
に
就
任
し
た
と
き
、
連
合
は
内
部
対
立
で
苦
し
ん
で
い
た
。
す
な
わ
ち
農
村
同
盟
と
の
融
合
を
執
拗
に
も
と
め
る
西
部

の
連
盟
と
、
分
邦
主
義
的
利
害
関
心
と
ユ
ン
カ
…
へ
の
服
従
を
嫌
悪
し
農
村
同
盟
と
の
い
か
な
る
共
同
行
動
を
も
拒
否
す
る
南
部
や
西
南
部
の

連
盟
と
が
対
立
し
て
い
た
。
幹
部
は
農
村
同
盟
と
融
合
し
た
さ
い
自
ら
の
権
力
が
弱
め
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
前
着
の
要
求
を
抑
え
て
い
た
。

そ
の
幹
部
が
二
九
年
に
入
り
シ
ー
レ
の
唾
び
か
け
に
応
じ
た
の
は
、
ま
ず
西
部
組
織
が
幹
部
の
指
導
を
離
れ
独
自
の
行
動
を
と
る
お
そ
れ
の
で

て
き
た
こ
と
お
よ
び
分
邦
主
義
を
固
執
し
て
い
た
南
部
連
盟
の
う
ち
最
大
の
バ
イ
エ
ル
ン
農
民
連
盟
が
現
政
権
の
農
業
政
策
に
対
す
る
批
判
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ら
統
一
戦
線
を
求
め
ば
じ
め
た
こ
と
の
理
由
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
。

　
ド
イ
ツ
農
民
組
合
（
H
）
Φ
燭
酔
Q
o
O
げ
O
　
】
W
P
二
〇
融
口
ω
O
げ
麟
隔
け
）
は
、
　
「
農
業
中
小
経
営
全
国
同
盟
」
（
菊
Φ
8
冨
く
①
皆
撃
α
島
賃
㌶
野
鼠
噌
耳
翼
壁
塗
畠
窪
ヨ
。
一
㌣

営
ゆ
α
諸
暴
勇
き
Φ
汀
δ
び
①
）
、
「
ド
イ
ツ
農
民
同
明
皿
」
（
U
Φ
客
ω
o
プ
角
b
d
騨
郎
①
鐸
げ
口
昌
α
）
お
よ
び
「
バ
イ
エ
ル
ン
農
罠
同
盟
」
（
切
ミ
自
色
。
げ
目
切
ρ
器
『
⇒
ぴ
β
一
目
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

か
ら
な
る
連
合
組
織
で
あ
っ
て
会
員
は
二
十
万
人
、
一
九
二
七
年
九
月
に
誕
生
し
た
。
構
成
組
織
の
う
ち
、
全
国
岡
盟
は
北
西
部
ド
イ
ツ
を
中

心
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
リ
ュ
プ
ケ
に
率
い
ら
れ
た
小
農
・
小
作
人
の
組
織
で
あ
り
、
社
会
民
主
党
と
民
主
党
に
近
い
立
場
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
農
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民
同
盟
は
東
部
か
ら
中
部
・
北
西
部
に
わ
た
る
中
小
農
組
織
で
あ
り
、
民
主
党
と
人
民
党
に
近
か
っ
た
。
明
ら
か
な
よ
う
に
両
組
織
は
ユ
ン
カ

ー
的
土
地
所
有
の
影
響
下
に
あ
る
地
域
に
生
ま
れ
た
農
民
層
下
層
の
組
織
で
あ
っ
て
、
反
ユ
ン
カ
ー
の
姿
勢
が
強
く
、
ユ
ン
カ
；
を
ふ
く
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

組
織
で
は
農
民
的
利
害
は
貫
徹
し
が
た
い
と
い
う
立
場
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
フ
ェ
…
ア
の
率
い
る
バ
イ
エ
ル
ン
農
民
同
盟
は
か
つ
て
バ
イ

エ
ル
ン
レ
イ
テ
共
和
国
を
支
持
し
た
組
織
で
あ
る
が
、
そ
の
後
共
和
主
義
的
組
織
と
し
て
存
続
し
、
経
済
的
に
は
バ
イ
エ
ル
ン
農
民
連
盟
と
似

た
立
場
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
フ
ェ
ー
ア
が
戦
線
結
成
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た
の
は
、
前
二
組
織
の
立
場
を
考
え
る
な
ら
ば
、
ド
イ
ツ
農
民

組
合
の
代
表
者
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
南
ド
イ
ツ
的
立
場
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。
な
お
バ
イ
エ
ル
ン
農
罠
同
盟
と
シ
ェ
レ
ー
ジ
ェ
ン
農
民
同

盟
員
の
一
部
は
、
ド
イ
ツ
農
民
組
合
を
農
民
政
党
に
変
え
よ
う
と
試
み
、
一
九
二
八
年
の
国
会
選
挙
で
は
「
ド
イ
ツ
農
民
党
」
の
名
で
八
名
を

当
選
さ
せ
た
。

　
以
上
み
て
き
た
戦
線
の
構
成
分
子
が
私
的
組
織
で
あ
る
の
に
対
し
、
農
業
評
議
会
（
｝
）
O
咲
け
Q
ゆ
O
財
O
目
　
回
じ
9
P
α
♂
く
一
け
け
の
O
げ
P
h
ぴ
ω
辱
P
け
）
は
一
八
九
四
年
目
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

に
も
と
づ
い
て
各
州
に
設
け
ら
れ
た
農
業
会
議
所
の
上
部
機
関
で
あ
る
。
農
業
会
議
所
は
食
糧
省
の
監
督
を
う
け
、
農
業
問
題
に
つ
い
て
政
府

に
諮
問
し
か
つ
政
策
の
遂
行
を
援
助
す
る
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
農
業
従
事
者
に
よ
る
比
例
・
直
接
・
秘
密
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
そ
の
運
営

費
は
税
金
と
同
じ
よ
う
に
農
業
従
事
者
か
ら
徴
収
さ
れ
た
。
同
機
関
は
相
対
的
安
定
期
の
合
理
化
・
集
約
化
運
動
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を
演

じ
て
い
た
。
戦
線
の
陰
の
立
役
者
と
目
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
デ
ス
が
戦
線
結
成
に
ふ
み
き
っ
た
の
は
、
一
九
二
八
年
に
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
が
食
糧
相
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

就
任
し
て
い
ら
い
、
食
糧
省
と
農
業
評
議
会
と
の
対
立
が
深
ま
り
、
農
業
政
策
へ
の
影
響
力
を
喪
失
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
農
業
界
の
四
首
脳
は
緑
色
戦
線
を
宣
言
し
、
　
一
ヶ
月
後
の
三
月
二
十
日
に
い
わ
ゆ
る
「
四
者
綱
領
」
（
＜
善
露
麟
呂
臼
－

箕
。
σ
q
餐
旨
ヨ
）
を
発
表
し
、
さ
ら
に
地
方
組
織
に
対
し
て
戦
線
の
戦
術
は
ベ
ル
リ
ン
の
中
央
部
で
決
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
地
方
組
織
は
独
自

の
行
動
に
よ
っ
て
こ
れ
を
乱
さ
な
い
よ
う
申
し
渡
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
半
ば
独
断
的
な
幹
部
の
行
動
を
、
ド
イ
ツ
農
業
評
議
会
、

全
国
農
村
同
盟
お
よ
び
農
民
連
盟
連
合
は
そ
れ
ぞ
れ
一
致
し
て
支
持
し
た
。
た
だ
し
組
織
の
融
合
を
熱
望
し
て
い
た
西
部
の
農
民
連
盟
は
こ
れ

を
融
合
へ
の
準
備
段
階
と
う
け
と
め
、
ま
た
ド
イ
ツ
農
民
組
合
は
戦
線
の
結
成
を
一
応
支
持
し
つ
つ
も
、
統
一
戦
線
行
動
が
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
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⑬

ケ
…
ス
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
②
　
「
四
者
綱
領
」

　
農
業
に
お
い
て
経
済
的
窮
状
が
極
度
に
高
ま
っ
て
い
る
と
き
、
そ
の
原
因
と
な
る
資
金
不
足
、
収
支
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
解
決
さ
れ
な
い
か

ぎ
り
、
生
産
の
上
昇
や
質
の
向
上
あ
る
い
は
販
売
調
節
と
い
っ
た
自
助
の
措
置
に
は
限
界
が
あ
る
。
自
助
の
前
提
と
し
て
抜
本
的
国
家
援
助
が
、

な
に
よ
り
も
関
税
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
と
、
綱
領
は
ま
え
お
き
で
訴
え
た
の
ち
、
一
般
経
済
政
策
の
項
に
は
じ
ま
り
租
税
・
信
用
・
植
民
・

教
育
お
よ
び
顧
問
制
度
・
運
賃
率
政
策
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
る
要
求
を
掲
載
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
詳
細
さ
お
よ
び
そ
の
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

活
動
か
ら
み
て
中
心
は
一
般
経
済
政
策
の
項
に
あ
る
の
で
、
そ
の
部
分
の
概
要
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
綱
領
は
自
國
農
産
物
で
需
要
が
満
さ
れ
な
い
ば
あ
い
に
の
み
輸
入
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
さ
ら
に
国
内
農
産
物
を
世
界
帯
場
の
価
格
変
動

の
影
響
か
ら
守
り
か
っ
こ
れ
に
一
般
生
活
基
準
指
数
に
応
じ
た
価
格
を
保
証
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
つ
ぎ
を
要
求
す
る
。
ω
す
べ
て
の
農
産
物

に
つ
い
て
保
護
関
税
の
強
化
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
穀
物
お
よ
び
穀
物
加
工
品
の
過
渡
関
税
の
撤
廃
　
②
最
恵
国
条
項
を
廃
止
し
通
商
条
約
を

根
本
的
に
改
訂
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
百
キ
ロ
あ
た
り
肉
関
税
は
四
五
マ
ル
ク
へ
、
バ
タ
ー
関
税
は
六
〇
マ
ル
ク
へ
、
鶏
卵
関
税
は
二
五
マ
ル

ク
へ
引
き
上
げ
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
他
の
酪
農
・
畜
産
製
品
の
関
税
引
き
上
げ
　
③
外
国
産
農
産
物
に
対
す
る
販
売
税
免
除
リ
ス
ト
の
撤
廃

㈲
主
要
農
産
物
（
穀
類
・
家
畜
・
酪
農
製
品
）
の
輸
入
調
節
の
た
め
の
中
央
機
関
の
設
立
。
さ
し
あ
た
り
穀
価
の
公
定
価
格
を
定
め
こ
れ
を
維
持

す
る
た
め
の
全
国
穀
物
評
議
会
の
設
立
、
同
機
関
に
輸
出
入
調
節
・
国
藍
穀
物
の
買
い
上
げ
あ
る
い
は
国
産
穀
物
の
製
粉
義
務
を
命
ず
る
権
限

を
賦
与
。
な
お
こ
の
機
関
は
消
費
老
代
表
を
も
ふ
く
む
利
害
関
係
者
か
ら
な
る
と
は
い
え
、
生
産
者
に
決
定
的
な
発
言
権
が
あ
た
え
ら
れ
る

⑤
ド
イ
ツ
穀
物
取
引
会
社
に
対
す
る
国
家
援
助
の
強
化
　
⑥
家
畜
お
よ
び
肉
輸
入
に
か
ん
し
防
疫
検
査
法
の
強
化
　
⑦
肉
・
家
畜
・
酪
農
製
品

販
売
組
織
の
再
編
と
輸
入
の
調
節
　
⑧
酪
農
製
品
生
産
の
合
理
化
と
標
準
化
の
た
め
、
全
国
牛
乳
法
の
糊
定
お
よ
び
原
料
供
給
機
関
と
加
工
機

関
を
統
合
し
た
酪
農
組
織
の
促
進
　
⑨
砂
糖
の
最
高
価
格
を
二
一
マ
ル
ク
か
ら
二
三
マ
ル
ク
に
引
き
上
げ
。

　
瞥
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
そ
の
ね
ら
い
は
、
関
税
・
通
商
条
約
の
改
訂
お
よ
び
公
定
価
格
の
設
定
に
よ
る
価
格
の
引
き
上
げ
と
そ
の
安
定
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に
あ
る
。
そ
の
特
徴
と
問
題
点
を
も
う
少
し
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
こ
う
。
ま
ず
外
廓
さ
れ
る
の
は
こ
こ
で
は
穀
物
に
か
ん
す
る
具
体
的
な
数
字

は
皆
無
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
農
民
生
産
物
の
関
税
率
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
穀
物
を
生
産
す
る
大
経
営
と
食
用

あ
る
い
は
飼
料
用
穀
物
を
購
入
す
る
農
民
と
の
伝
統
的
な
利
害
対
立
が
調
整
さ
れ
な
い
た
め
に
、
全
般
的
価
格
引
き
上
げ
で
意
志
の
統
一
が
は

か
ら
れ
、
さ
ら
に
ユ
ン
カ
ー
と
の
共
闘
に
消
極
的
な
農
民
を
も
結
集
す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
原
質
の
列
挙
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
綱

領
ま
え
が
き
で
収
支
の
不
均
衡
の
是
正
を
謳
い
な
が
ら
、
そ
の
た
め
の
方
法
と
し
て
価
格
引
き
上
げ
に
絞
り
、
経
費
引
下
げ
が
ほ
と
ん
ど
言
及

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
ち
な
み
に
さ
き
に
触
れ
た
ラ
ン
ト
フ
ォ
ル
ク
運
動
は
租
税
滞
納
に
よ
る
差
押
え
阻
止
か
ら
出
発
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

り
、
さ
ら
に
こ
の
運
動
を
継
承
し
た
ナ
チ
運
動
で
は
肥
料
価
格
引
き
下
げ
や
免
税
・
減
税
が
ポ
イ
ン
ト
の
｝
つ
に
な
っ
て
い
た
。
戦
後
の
農
業

の
過
重
な
税
負
担
は
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
と
う
り
で
あ
り
、
ま
た
チ
ッ
素
肥
料
を
例
に
と
れ
ば
、
そ
の
世
界
市
場
価
格
は
国
内
価
格
よ
り
四
十

パ
ー
セ
ン
ト
廉
価
で
あ
っ
た
。
し
か
し
緑
色
戦
線
は
一
度
も
肥
料
価
格
問
題
に
と
り
く
ま
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
既
成
の
農
業
組
織
と
肥
料
独
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

資
本
と
の
共
生
関
係
か
ら
説
明
で
き
よ
う
。
実
際
に
一
九
二
九
年
、
戦
線
の
下
部
組
織
が
カ
リ
肥
料
価
格
を
問
題
に
し
た
と
き
、
カ
リ
シ
ン
ジ

ケ
ー
ト
は
値
を
下
げ
る
か
わ
り
に
戦
線
首
脳
に
五
億
マ
ル
ク
の
寄
附
金
を
渡
し
た
の
で
あ
り
、
戦
線
で
は
肥
料
問
題
は
立
ち
消
え
に
な
っ
て
し

　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ま
っ
た
。
ま
た
戦
線
は
、
組
織
内
の
お
も
わ
く
あ
る
い
は
組
織
間
の
対
立
に
よ
っ
て
租
税
問
題
に
も
正
面
か
ら
取
り
く
め
な
か
っ
た
。
か
く
し

て
、
概
論
の
組
織
の
統
一
戦
線
か
ら
は
、
租
税
闘
争
や
反
独
占
運
動
は
生
ま
れ
ず
、
戦
線
に
残
さ
れ
た
道
は
価
格
引
き
上
げ
路
線
で
あ
っ
た
。

も
と
よ
り
綱
領
起
草
者
は
こ
の
路
線
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
経
営
の
救
済
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
の
は
み
出
る
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

分
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
で
は
こ
の
路
線
は
従
前
の
農
業
政
策
に
対
し
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
ま
た
綱
領
の

ま
え
が
き
で
指
摘
し
た
「
自
助
」
と
は
何
か
、
こ
れ
ら
を
検
討
す
る
た
め
に
相
対
的
安
定
期
の
農
業
政
策
を
ふ
り
か
え
っ
て
お
こ
う
。

　
③
相
対
的
安
定
期
の
農
業
政
策

　
戦
線
が
と
く
に
批
判
し
て
い
た
通
商
・
関
税
政
策
か
ら
入
っ
て
い
こ
う
。
一
九
二
五
年
に
ド
イ
ツ
が
関
税
自
主
権
を
回
復
し
た
と
き
、
農
業

界
は
増
産
を
ス
ロ
…
ガ
ン
に
戦
前
の
よ
う
な
保
護
関
税
を
要
求
し
た
。
こ
の
農
業
関
税
を
め
ぐ
る
対
立
は
、
農
工
間
の
争
い
と
い
う
よ
り
も
農
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⑳

業
と
消
費
者
・
労
働
者
・
学
者
の
争
い
と
い
う
様
椙
を
黒
し
た
。
結
局
、
工
業
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
に
よ
る
工
業
と
農
業
の
妥
協
と
い
う
形
で

ビ
ュ
ー
ロ
ー
関
税
へ
の
復
帰
が
は
た
さ
れ
た
。
だ
が
こ
の
と
き
工
業
が
農
業
と
妥
協
し
た
の
は
工
業
関
税
を
可
能
に
す
る
た
め
と
い
う
よ
り
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

農
業
が
工
業
か
ら
離
れ
自
由
貿
易
派
に
ま
わ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
ま
た
税
制
問
題
に
か
ん
し
農
業
の
支
持
を
必
要
と
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
制
期
を
通
じ
て
そ
う
な
の
で
あ
る
が
、
社
会
民
主
党
あ
る
い
は
中
央
党
の
労
働
者
翼
が
貿
易
政
策
に
お
い
て
は
と
き

と
し
て
は
工
業
利
害
代
表
者
よ
り
も
輸
出
優
先
の
立
場
に
た
つ
の
で
、
工
業
側
は
工
業
関
税
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
こ
れ
を
あ
て
に
で
き
た

　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
工
業
は
農
業
関
税
に
同
意
し
つ
つ
も
こ
れ
を
で
き
る
か
ぎ
り
低
く
抑
え
よ
う
と
し
、
そ
の
結
果
ビ
ュ
ー
ロ
ー
関
税

率
へ
の
復
帰
と
は
い
え
、
工
業
は
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
を
考
慮
に
い
れ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
関
税
よ
り
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
高
い
率
を
得
た
。
そ
れ
に
対
し

農
業
は
消
費
老
や
工
業
側
の
反
対
に
あ
っ
て
、
穀
物
に
つ
い
て
は
カ
プ
リ
ヴ
ィ
関
税
率
を
、
酪
擬
・
畜
産
品
に
つ
い
て
は
一
定
量
の
無
関
税
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

冷
凍
肉
輸
入
の
条
件
つ
き
で
ビ
ュ
ー
ロ
ー
関
税
率
を
得
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
も
こ
の
関
税
率
は
通
商
条
約
に
よ
っ
て
自
動
的
に
引
き
下

げ
ら
れ
、
あ
る
い
は
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
通
商
条
約
協
議
の
さ
い
、
輸
出
工
業
利
害
に
有
利
な
交
渉
を
す
す
め
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

取
引
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
関
税
率
は
漸
次
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
は
い
へ
、
こ
う
し
た
関
税
・
通
商
政
策
路
線
は
続

　
　
　
　
　
㊧

行
さ
れ
て
い
る
。
緑
色
戦
線
の
行
動
が
ビ
ュ
ー
ロ
ー
関
税
率
へ
の
実
質
的
復
帰
要
求
か
ら
は
じ
ま
り
、
通
商
条
約
の
改
訂
を
追
求
し
つ
づ
け
て

い
る
こ
と
も
こ
れ
を
裏
付
け
る
。

　
要
す
る
に
相
対
的
安
定
期
に
お
い
て
は
輸
出
振
興
の
立
場
か
ら
低
農
産
物
価
格
政
策
が
遂
行
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
外
に
対
し
農
産
物
市

場
を
開
い
た
ま
ま
、
国
内
農
業
に
対
し
て
は
生
産
費
を
引
き
下
げ
て
の
増
産
政
策
に
よ
っ
て
外
国
農
産
物
へ
の
競
争
力
を
強
化
さ
せ
る
こ
と
に

あ
っ
た
。
つ
ま
り
一
方
で
農
業
は
関
税
導
入
後
も
農
産
物
価
格
上
昇
に
も
か
か
わ
ら
ず
租
税
や
利
子
払
い
の
た
め
収
益
が
増
大
し
な
い
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

か
ら
「
収
益
性
の
回
復
」
を
ス
p
ー
ガ
ン
に
農
工
関
税
の
均
衡
、
食
糧
輸
入
の
大
幅
な
阻
止
、
減
税
・
免
税
、
利
子
軽
減
を
要
求
し
た
。
他
方

工
業
の
輸
出
楽
天
主
義
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
通
商
条
約
交
渉
の
難
行
か
ら
鈍
ら
さ
れ
国
内
市
場
と
し
て
の
農
業
が
注
視
さ
れ
は
じ
め
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
も
に
、
ま
た
社
会
民
主
党
と
の
共
闘
の
試
み
の
失
敗
後
に
は
政
治
的
事
情
か
ら
も
農
業
へ
の
接
近
が
ふ
た
た
び
始
ま
り
、
か
く
し
て
工
業
の
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緑色戦線とヴァイマル共稲制期の農業政策（豊永）

イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
で
再
度
農
工
の
妥
協
が
は
か
ら
れ
、
　
「
機
械
化
・
集
約
化
・
標
準
化
に
よ
る
農
業
収
益
の
回
復
」
と
い
う
方
向
で
の
、
緑
色

戦
線
の
表
現
を
援
用
す
れ
ば
「
自
助
」
に
よ
る
農
業
収
益
の
圓
復
が
、
増
産
お
よ
び
生
産
費
引
き
下
げ
に
よ
る
収
益
の
上
昇
が
前
景
に
出
て
き

た
の
で
あ
り
、
二
六
年
頃
か
ら
こ
う
し
た
方
向
で
の
政
府
の
側
面
援
助
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
た
と
え
ば
イ
ン
フ
レ
で
資
金
を
払
底
さ
せ
た
農
業

に
は
、
一
九
二
五
年
に
設
立
さ
れ
た
レ
ン
テ
ン
バ
ン
ク
ア
ソ
シ
ュ
タ
ル
ト
を
通
し
て
外
資
が
与
え
ら
れ
、
機
械
化
・
動
力
化
は
い
わ
ゆ
る
ト
ラ

ク
タ
ー
・
バ
ン
ク
の
援
助
で
、
人
造
肥
料
の
使
用
は
肥
料
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
を
通
し
進
め
ら
れ
た
。
と
く
に
重
要
な
の
は
標
準
化
・
品
質
生
産
で

あ
る
。
国
家
援
助
で
調
査
団
が
デ
ン
マ
ー
ク
・
オ
ラ
ン
ダ
・
合
衆
国
に
派
遣
さ
れ
た
の
を
か
わ
き
り
に
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン

州
、
ザ
ク
セ
ン
州
等
を
は
じ
め
と
し
た
各
州
の
農
業
会
議
所
や
農
業
協
同
組
合
が
指
導
し
つ
つ
、
牛
乳
・
バ
タ
ー
・
鶏
卵
・
養
豚
の
分
野
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

標
準
化
・
品
質
生
産
が
奨
励
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
相
対
的
安
定
期
の
農
業
政
策
路
線
は
、
一
九
二
八
年
に
シ
ー
レ
食
糧
相
の
遂
行
し
た
「
農
業
援
助
計
画
」
を
も
貫
ぬ
い
て
い
た
。

す
な
わ
ち
戦
後
の
な
り
も
の
い
り
の
集
約
化
宣
伝
に
よ
っ
て
、
収
益
に
比
し
信
用
が
高
す
ぎ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
投
資
は
不
可
避
・
経
済
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
考
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
過
重
負
債
を
惹
き
お
こ
し
、
一
九
二
七
年
に
は
や
く
も
農
業
の
利
子
負
担
だ
け
で
七
億
か
ら
七
億
五
千
万
マ
ル
ク
に

達
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
危
機
的
状
況
が
一
九
二
八
年
二
月
に
は
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
で
の
一
四
万
人
の
農
民
大
集
会
を

惹
起
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
同
年
三
月
宋
国
会
選
挙
を
国
富
に
ひ
か
え
、
補
正
予
算
で
工
業
か
ら
戦
傷
病
者
に
い
た
る
ま
で
補
助
金
が
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

給
さ
れ
た
と
き
、
農
業
に
も
「
農
業
援
助
計
画
」
に
し
た
が
っ
て
補
助
金
が
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
要
点
は
こ
う
で
あ
る
。
ω
短
期
高
利
信
用
の

長
期
低
利
信
用
へ
の
借
り
換
え
補
助
に
二
審
マ
ル
ク
　
②
土
地
改
良
の
た
め
以
後
五
ケ
年
に
わ
た
り
年
忌
百
万
マ
ル
ク
　
③
家
畜
市
揚
の
改

善
の
た
め
八
百
万
マ
ル
ク
、
他
の
農
産
物
市
場
改
善
の
た
め
三
千
万
マ
ル
ク
　
ω
協
同
組
合
の
合
理
化
と
統
合
の
た
め
二
千
五
百
万
マ
ル
ク

⑤
家
禽
飼
育
の
奨
励
の
た
め
百
万
マ
ル
ク
⑥
困
窮
地
域
で
の
人
造
肥
料
信
用
の
た
め
七
一
万
六
千
マ
ル
ク
等
。
こ
の
政
策
が
、
集
約
化
・
機

械
化
投
資
か
ら
き
た
過
重
負
債
に
対
す
る
援
助
お
よ
び
従
前
の
標
準
化
・
品
質
生
産
に
か
ん
す
る
販
売
組
織
面
か
ら
の
補
強
か
ら
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
は
曙
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
穀
物
よ
り
も
、
尊
門
化
さ
れ
た
商
業
的
農
業
の
育
成
に
政
策
の
重
心
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
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か
で
あ
ろ
う
。
一
九
二
八
年
六
月
に
誕
生
し
た
大
連
合
政
権
の
首
相
、
社
会
民
主
党
の
ヘ
ル
マ
ン
・
ミ
ュ
ラ
ー
は
就
任
演
説
に
お
い
て
農
業
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

策
に
か
ん
し
て
は
消
費
者
利
害
に
反
し
な
い
か
ぎ
り
前
政
権
の
路
線
を
継
承
す
る
旨
述
べ
た
の
で
あ
り
、
同
政
権
の
農
業
政
策
は
そ
の
線
に
そ

っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
れ
ば
、
緑
色
戦
線
の
綱
領
が
農
業
政
策
の
大
転
換
を
せ
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
戦
線
は
こ

の
内
閣
を
相
手
に
闘
争
を
進
め
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
つ
ぎ
に
戦
線
の
活
動
を
追
っ
て
い
こ
う
。

⑦
　
国
●
日
。
℃
ひ
。
や
9
汁
こ
ψ
ド
舘
■

②
　
目
玄
畠
こ
ω
■
H
ω
h
ま
●

③
　
》
．
b
d
碧
ヨ
畠
①
斜
。
℃
■
9
け
二
ω
．
。
。
。
。
層
。
。
9
円
■
月
。
覧
噂
。
℃
■
9
戸
層
Q
D
．
α
P

④
宣
言
文
は
以
下
に
掲
載
。
N
睾
鉾
鶏
σ
匿
ヰ
血
。
。
。
U
。
暮
ω
。
げ
①
昌
U
磐
山
乏
暮
－

　
。
n
o
げ
p
津
。
。
謡
講
目
p
縣
α
o
H
勺
H
o
に
譲
ω
o
げ
2
国
雲
℃
二
p
ロ
α
鼠
冨
ω
o
げ
江
津
ω
皿
洗
ヨ
日
o
H
層

　
b
。
。
。
．
冒
冨
σ
Q
．
層
お
b
。
P
ω
．
¢
。
。
．
（
以
下
N
。
翼
翼
三
p
算
と
省
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
　
　
も

⑤
　
全
国
農
村
同
盟
に
か
ん
す
る
説
明
は
以
下
に
よ
っ
た
。
冒
。
ゲ
Φ
口
○
⑦
冨
ざ
閃
①
7

　
9
。
。
一
p
昌
畠
げ
庫
昌
α
安
登
占
り
ω
Q
。
b
冒
鱒
∪
一
〇
げ
費
σ
Q
o
H
＝
o
ゴ
。
昌
想
ρ
詳
鉱
①
⇒
冒
U
①
暮
。
摩
－

　
o
乞
餌
旨
田
切
鋳
気
層
お
圃
ρ
匂
Q
ω
．
認
ド
ー
課
P
図
．
日
。
鷺
嚇
。
や
9
叶
こ
o
D
ω
」
嵩
－
這
蒔

⑥
　
国
■
目
。
覧
「
o
℃
．
9
r
ω
．
ほ
㎝
．

⑦
農
民
連
盟
連
合
に
つ
い
て
は
、
｝
o
。
，
鉱
Q
o
o
①
日
雪
戸
く
㊦
竃
馬
巳
σ
q
β
雷
σ
q
瓢
費
α
o
苧

　
冨
9
霞
切
窪
。
ヨ
〈
o
器
ぎ
㊦
H
O
8
占
O
ω
ω
噛
貯
”
U
凶
。
げ
紆
α
q
禽
一
一
。
げ
§
勺
9
誹
既
Φ
ロ

　
貯
U
①
暮
。
。
o
臣
雪
9
じ
づ
P
H
野
ω
Q
Q
り
刈
①
ω
1
謡
亜
轡
↓
o
℃
や
。
℃
．
o
犀
．
層
ω
・
H
ω
。
。
h
■
”

　
》
。
切
碧
日
。
岩
3
0
や
9
叶
こ
Q
っ
●
勺
9

⑧
》
切
胃
ヨ
。
饗
同
陶
。
℃
．
9
汁
‘
の
．
。
。
。
。
。

⑨
　
ド
イ
ツ
盤
民
組
合
お
よ
び
そ
の
構
成
組
織
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
し
た
。

　
芝
・
男
ユ
富
。
ダ
U
¢
暮
・
。
9
0
団
9
ロ
①
遷
ω
9
p
津
」
『
∪
δ
σ
貿
σ
q
o
注
9
留
℃
騨
学

　
け
。
一
Φ
昌
じ
d
畠
・
目
”
ω
ψ
8
0
1
c
。
O
ド
層
頃
陶
ω
o
げ
乏
p
豆
U
o
暮
。
。
o
ザ
興
し
d
ρ
質
①
ヨ
ぴ
鐸
冨
倉

　
一
『
o
℃
．
。
同
f
ω
u
ワ
・
隠
裏
1
お
目
層
串
O
o
洋
≦
ρ
置
＼
≦
■
閂
旨
し
・
。
劃
切
超
。
房
。
ぎ
H

　
翅
翼
①
旨
9
＆
同
。
。
8
1
お
。
。
。
。
」
『
o
℃
■
。
一
瓢
‘
の
ψ
象
も
。
。
胃
閃
。
日
。
℃
桃
層
。
や
。
凶
俸
こ

　
O
Q
D
■
↑
ω
配
置
O
幽

⑩
　
津
雪
潔
霞
伴
賃
N
簿
毒
σ
q
層
N
。
。
．
掛
℃
μ
お
b
。
ρ
（
以
下
切
N
と
省
略
。
）

⑪
円
8
0
ヌ
。
℃
。
簿
こ
ω
．
崔
O
臣
二
≦
噸
し
d
ぎ
冨
同
層
≦
。
ω
窪
暮
O
圃
二
三
鼻
7

　
琵
⇔
α
q
。
。
9
昌
窪
N
窪
9
月
ご
巳
三
答
ω
。
冨
宣
凶
。
冨
冨
切
㊦
旨
h
ω
＜
書
け
器
げ
彰
σ
q
ぎ
伍
曾

　
菊
プ
Φ
貯
層
。
＜
貯
N
璽
ド
8
ρ
o
Q
ω
．
お
一
ω
。
。
．

⑫
両
者
の
対
立
を
示
す
例
と
し
て
、
一
九
二
九
年
度
の
農
業
評
議
会
総
会
の
模
様

　
が
挙
げ
ら
れ
る
。
男
N
噂
b
Ω
ω
．
ω
O
讐
凸
お
b
⊃
P
属
μ
痒
O
．

⑬
担
囚
器
富
魯
ヨ
貫
名
』
搾
嘘
。
。
。
鐸
蜀
N
b
。
。
．
》
箪
お
器
●

⑭
綱
領
原
文
は
以
下
に
掲
載
。
切
Φ
昌
。
客
尋
曾
い
餌
巳
≦
凶
H
冨
。
7
亀
戸
匿
・
司
・
切
α
・

　
ド
O
‘
ω
o
o
■
心
。
。
㎝
ム
。
。
。
。
層
N
①
馨
目
論
三
p
＃
．
b
。
。
。
．
一
聾
お
‘
ド
㊤
卜
⊃
P
ω
ψ
瞬
ゲ
嵩
ω
9

⑮
も
と
よ
り
ラ
ン
ト
フ
ォ
ル
ク
運
動
と
緑
色
戦
線
を
推
進
す
る
層
の
ず
れ
も
考
慮

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
反
体
髄
的
農
民
運
動
に
つ
い
て
は
別
稿
に
ゆ
ず
り
た
い
。

　
団
．
↓
o
嘗
℃
o
や
。
罫
噌
ω
．
。
。
↓
・

⑯
彰
目
。
℃
抽
。
℃
・
簿
‘
ψ
嵩
Φ
剛
娼

⑰
同
ぼ
価
こ
匂
Q
」
曾
算
N
Φ
暮
邑
σ
H
暮
峠
る
P
冒
冨
α
q
霞
σ
q
し
り
。
。
押
u
。
』
b
。
劇
噛
司
N
隔
印

　
冨
鉱
お
Q
◎
ド
冨
い
器
。
。
1
陛
P

⑱
戸
日
。
葺
。
や
三
二
ω
」
8
h
・

⑲
多
言
評
議
会
総
会
で
の
ブ
ラ
ソ
デ
ス
の
発
言
。
N
魯
葺
巴
固
辞
章
お
b
。
ρ
の
．
料
。
。
餅

　
な
お
戦
線
四
首
脳
の
う
ち
、
ブ
ラ
ソ
デ
ス
を
除
く
三
振
は
国
会
議
員
で
も
あ
っ
て

　
活
動
の
表
舞
台
に
立
っ
て
い
る
が
、
か
れ
ら
の
発
言
あ
る
い
は
行
動
を
み
た
ぱ
あ

　
い
戦
線
の
方
針
を
う
ち
出
す
の
は
ブ
ラ
ン
デ
ス
で
あ
る
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
。
時

　
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ト
ッ
プ
は
ブ
ラ
ン
デ
ス
と
シ
ー
レ
が
戦
線
の
指
導
者
で
、
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緑色戦線とヴァイマル共和制期の農業政策（豊永）

　
ヘ
ル
メ
ス
と
フ
ェ
…
ア
は
事
柄
に
超
党
派
的
色
彩
を
あ
た
え
る
た
め
に
利
用
さ
れ

　
た
と
需
う
（
国
・
目
。
℃
ひ
。
℃
．
o
搾
魑
ω
・
O
O
’
卜
。
O
b
。
）
。
行
論
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ

　
う
に
、
筆
者
は
ヘ
ル
メ
ス
や
フ
ェ
ー
ア
は
単
に
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
く
南
ド
イ

　
ツ
的
利
害
か
ら
戦
線
に
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ブ
ラ
ン
デ
ス
が
中
心

　
と
考
え
る
点
は
ト
ッ
プ
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
中
8
。
℃
h
魑
。
℃
．
9
f
ω
．
穂
刈
■

⑳
｝
．
勺
竃
N
貫
U
器
量
・
σ
Q
魯
＝
ヨ
臼
①
山
①
暮
。
。
。
げ
。
》
σ
q
替
も
島
ぼ
ぎ
く
8
9
肖

　
≦
鋒
凄
轟
σ
Q
ω
ω
言
げ
…
ω
一
興
ロ
謎
ぼ
ω
N
5
＞
σ
q
冨
巳
。
σ
p
陣
①
凶
岩
国
0
8
募
富
σ
q
一
茸

　
U
o
N
Φ
ヨ
σ
①
円
一
〇
b
。
Q
。
噂
δ
刈
ρ
ω
．
b
。
P
5
㎝
噛
塑
国
磐
ω
げ
。
断
霧
”
冠
㊦
㊦
昌
σ
Q
Φ
。
。
〇
三
〇
算
。

　
α
鶏
諺
σ
q
母
R
言
詠
ω
魯
p
津
億
嵩
α
諺
σ
Q
良
臣
。
一
三
ぎ
b
J
準
H
押
同
O
α
。
。
層
ψ
蜜
．

⑳
　
｝
勺
塁
N
①
製
。
や
9
げ
二
〇
Q
の
．
ω
㊤
ム
ト
。
・

⑫
　
H
σ
一
仙
こ
ω
．
ω
Q
。
剛
二
謹
炉
司
N
噂
卜
。
伊
閃
①
訂
■
δ
。
。
押
累
μ
置
日
一
置
O
■

⑱
鋭
℃
磐
N
①
」
o
や
9
け
‘
ω
．
心
卜
。
噂

⑭
　
H
げ
薫
り
ω
■
㎝
P
㊤
メ
ρ
〈
．
U
♂
砕
N
ρ
U
Φ
馨
ω
o
ぎ
　
〉
σ
q
口
琴
〇
一
直
凶
園
。
。
①
謬

　
裂
。
。
一
霞
。
ぎ
ぎ
”
N
o
津
ω
o
げ
H
韓
h
賢
〉
σ
q
霞
円
α
q
o
ω
〇
三
〇
げ
酔
。
自
巳
〉
σ
q
冨
誘
。
覧
9
？

　
σ
q
圃
ρ
切
9
お
‘
一
Φ
鐙
噂
ω
．
卜
。
O
①
9

㊧
　
鋭
℃
餌
コ
N
o
斜
。
や
。
搾
層
ω
・
○
。
O
・
イ
ギ
リ
ス
と
合
衆
國
と
の
最
恵
蟹
条
約
を
除

　
い
て
、
各
通
商
条
約
は
農
産
物
の
一
つ
な
い
し
そ
れ
以
上
の
輸
入
項
目
の
関
税
率

　
を
下
げ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
チ
ー
ズ
は
オ
ラ
ン
ダ
・
ス
イ
ス
・
フ
ィ
ソ
ラ
ソ

　
ド
・
デ
ン
マ
ー
ク
、
鶏
卵
と
鶏
は
イ
タ
リ
ア
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
肉
・
家
畜

　
類
・
穀
物
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
野
菜
は
オ
ラ
ン
ダ
・
仏
・
ベ
ル
ギ
ー
・
ル
ク
セ
ソ

二
　
ヘ
ル
マ
ン
・
ミ
ュ
ラ
ー
内
閣
と
緑
色
戦
線

　
ブ
ル
ク
・
伊
、
果
物
は
伊
・
ス
ペ
イ
ン
、
ぶ
ど
う
酒
は
仏
・
伊
・
ス
ペ
イ
ン
に
対

　
し
関
税
率
を
減
じ
て
い
る
（
い
切
・
出
。
霊
○
賃
導
出
｝
σ
q
覧
。
巳
ε
同
衆
勺
。
嵩
。
ざ

　
お
一
Q
。
占
㊤
G
。
蒔
雪
一
㊤
ω
9
Q
Q
」
O
α
）
。

⑯
　
鋭
勺
雪
N
o
斜
。
や
。
答
噛
ω
。
×
＜
回
巖
．

⑳
　
円
．
国
。
①
会
す
象
①
ぎ
身
。
。
窪
㌶
房
一
舞
量
α
q
畠
窪
い
影
写
く
三
。
。
o
び
謀
や
鉱
器

　
器
器
℃
冨
ω
o
胃
笹
津
巴
一
ω
倖
一
㎝
9
賃
竃
0
8
娼
。
岩
角
拐
。
プ
縁
砕
噛
一
8
ρ
ω
・
o
。
．

⑱
　
｝
特
旨
器
J
o
や
9
け
‘
ψ
鱒
Q
。
℃
り
O
一
■

⑭
　
図
．
国
8
二
一
ρ
o
や
．
9
ρ
ω
．
Q
。
塗

⑳
合
理
化
過
程
に
つ
い
て
は
、
国
■
頃
。
震
三
ρ
o
や
9
f
ω
・
G
。
口
封
慶
応
義
塾
各

　
国
経
済
研
…
究
ム
万
編
『
ナ
チ
ス
経
溶
旧
及
経
溶
閃
政
策
』
昭
和
　
四
年
、
改
造
社
、
｝
＝
二

　
〇
頁
以
下
。

⑳
図
．
8
0
ヌ
。
や
葺
二
の
」
置
や
噸
犀
嵩
磐
鴇
o
h
①
斜
。
や
鼻
．
層
。
。
。
。
。
9

⑫
　
喧
俵
さ
れ
る
わ
り
に
規
模
の
小
さ
い
シ
ー
レ
の
「
農
業
援
助
計
画
」
に
つ
い
て

　
は
、
鑓
■
ω
o
置
働
P
毒
δ
冨
§
巳
⑦
い
p
乱
三
品
ω
o
げ
ρ
津
’
鼠
＆
o
H
お
馨
四
σ
露

　
宅
o
a
窪
噌
一
露
。
。
層
ω
ω
．
圃
占
9
口
Φ
三
あ
霞
σ
q
曜
H
く
≦
警
一
貫
ユ
。
α
o
一
8
Q
。
”
U
H
〒

　
o
溶
p
調
達
累
ρ
鉾
G
。
’
σ
δ
一
p
p
虫
〈
茸
。
。
o
冨
窪
8
二
二
。
け
℃
H
o
α
q
冨
ヨ
旨
甥
瓢
α

　
ω
o
ぎ
。
＞
島
σ
Q
o
ω
霞
開
口
轟
層
い
切
・
出
。
一
＃
o
℃
．
o
凹
砕
‘
o
っ
■
目
O
臨
．
”
》
■
℃
竃
N
Φ
お

　
o
や
。
一
f
ω
．
二
り
9

曾
　
〉
．
℃
雪
N
醇
噂
。
や
9
げ
‘
ω
．
搭
ゆ
■

①
　
七
　
月
法

戦
線
は
議
会
で
の
闘
い
の
準
備
を
す
す
め
、
五
月
一
七
日
と
六
月
四
日
の
二
度
目
わ
た
り
、
戦
線
系
政
党
の
う
ち
与
党
た
る
中
央
党
と
バ
イ

エ
ル
ン
人
民
党
を
除
く
藤
塚
人
民
党
、
農
村
民
党
お
よ
び
農
民
党
を
通
し
農
業
法
案
を
議
会
に
提
出
し
た
。
岡
時
に
戦
線
は
、
穀
物
専
売
に
か
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ん
す
る
戦
線
構
想
の
実
現
を
食
糧
相
に
せ
ま
っ
た
。
食
糧
椙
は
民
主
党
の
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
（
口
Φ
き
亜
三
士
簿
ユ
。
げ
）
で
あ
る
、
そ
の
農
業
綱
傾
に

よ
れ
ば
当
時
の
民
主
党
の
基
本
姿
勢
は
こ
う
で
あ
っ
た
。
ω
工
業
関
税
の
引
き
下
げ
、
人
造
肥
料
や
飼
料
の
低
廉
化
に
よ
る
生
産
費
の
引
き
下

げ
②
農
産
物
の
良
質
・
均
質
化
③
農
民
的
お
よ
び
園
芸
醇
化
生
産
物
（
家
畜
・
畜
産
最
・
酪
農
品
・
家
禽
・
野
菜
・
果
実
・
ぶ
ど
う
酒
・

工
業
原
料
）
に
対
す
る
関
税
保
護
、
家
畜
飼
料
輸
入
の
自
由
化
　
㈲
国
家
専
売
に
よ
る
価
格
形
成
へ
の
干
渉
は
、
農
産
物
の
輸
出
入
を
困
難
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
、
価
格
を
騰
貴
さ
せ
る
の
で
反
対
。
つ
ま
り
民
主
党
は
農
民
農
業
育
成
の
立
場
に
あ
る
た
め
、
す
べ
て
の
農
産
物
へ
の
関
税
を
要
求
す
る
緑

色
戦
線
と
重
な
る
部
分
を
有
し
て
い
る
と
は
い
え
、
全
体
と
し
て
さ
き
の
「
農
業
援
助
計
画
」
に
つ
ら
な
っ
て
い
た
。

　
さ
し
あ
た
り
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
は
戦
線
提
案
に
か
ん
す
る
見
解
表
明
を
控
え
、
穀
物
問
題
に
か
ん
し
て
は
専
門
家
委
員
会
の
諮
問
を
う
け
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
に
決
定
し
た
。
当
時
、
薬
価
の
決
定
方
法
に
か
ん
し
て
は
緑
色
戦
線
の
構
想
の
他
に
、
社
会
民
主
党
の
国
家
専
売
計
画
と
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
ら

の
ス
ラ
イ
ド
制
関
税
に
近
い
価
格
調
節
税
（
評
。
凶
。
。
雲
ω
α
q
芭
9
ω
α
q
Φ
9
げ
巴
）
と
い
う
考
え
が
あ
・
や
戦
醤
首
脳
も
加
わ
・
た
委
塁
瓜
で
は
・
専

売
と
い
う
構
想
で
は
似
て
は
い
な
が
ら
も
尊
命
機
関
の
構
成
お
よ
び
公
定
価
格
の
決
定
を
め
ぐ
っ
て
戦
線
と
消
費
者
利
害
に
立
つ
社
会
民
主
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
が
対
立
し
、
専
売
提
案
は
六
対
五
で
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
六
月
十
日
か
ら
二
週
問
に
お
よ
ん
だ
委
員
会
審
議
は
幕
を
と

じ
、
舞
台
は
議
会
で
の
法
案
審
議
に
移
っ
た
。

　
さ
て
先
述
し
た
戦
線
の
提
案
の
主
要
点
は
こ
う
で
あ
る
。
ω
海
潮
屠
殺
場
設
置
・
肉
輸
入
規
定
の
強
化
に
よ
る
肉
輸
入
の
阻
止
　
②
農
業
過

渡
関
税
の
廃
止
。
す
な
わ
ち
一
九
二
七
年
七
月
一
五
日
の
法
お
よ
び
そ
の
後
の
修
正
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
自
動
過
渡
関
税
の
廃
止
に
よ
っ
て
、

最
恵
国
か
ら
の
輸
入
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
関
税
率
は
百
キ
ロ
あ
た
り
ラ
イ
麦
五
マ
ル
ク
か
ら
六
マ
ル
ク
へ
、
小
麦
五
マ
ル
ク
か
ら
六
・
五
マ
ル

ク
へ
、
ベ
ー
コ
ン
一
四
マ
ル
ク
か
ら
二
〇
マ
ル
ク
へ
、
ラ
ー
ド
六
マ
ル
ク
か
ら
十
マ
ル
ク
へ
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
。
③
家
畜
・
酪
農
製
品
等

の
関
税
引
き
上
げ
、
牛
は
三
八
・
五
マ
ル
ク
へ
、
羊
は
三
五
マ
ル
ク
へ
、
豚
は
五
六
マ
ル
ク
へ
引
き
上
げ
、
バ
タ
…
は
自
動
関
税
率
で
は
八
○

マ
ル
ク
へ
、
通
商
条
約
関
税
率
で
は
少
く
と
も
六
〇
マ
ル
ク
へ
引
き
上
げ
。
な
お
バ
タ
…
の
慣
例
関
税
は
二
七
・
五
マ
ル
ク
で
あ
り
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
と
の
通
商
条
約
も
こ
の
高
さ
で
結
ば
れ
て
い
た
の
で
、
戦
線
の
要
求
は
現
行
関
税
率
の
二
倍
以
上
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
馬
鈴
薯
は
現
行
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関
税
率
の
二
倍
へ
。
な
お
提
案
理
由
書
に
よ
れ
ば
、
戦
前
に
比
し
生
活
基
準
指
数
が
一
五
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

農
業
は
そ
れ
に
応
じ
た
関
税
率
を
い
ま
だ
回
復
し
て
お
ら
ず
、
こ
こ
で
要
求
し
た
も
の
も
そ
の
基
準
以
下
で
あ
る
と
。
も
と
よ
り
飼
料
大
麦
に

つ
い
て
は
、
こ
の
基
準
よ
り
は
る
か
に
高
い
関
税
を
要
求
し
た
の
は
、
こ
れ
の
み
が
飼
料
大
麦
の
輸
入
を
制
限
し
、
過
剰
ラ
イ
麦
の
飼
料
化
を

　
　
　
　
　
⑥

容
易
に
す
る
と
。

　
と
こ
ろ
で
与
党
が
従
前
の
路
線
を
進
む
か
ぎ
り
、
戦
線
の
提
案
は
議
会
を
通
遇
す
る
見
込
み
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
農
業
組
織
の
圧
力
、
二

七
年
を
ピ
ー
ク
と
し
た
穀
価
の
下
落
、
総
額
＝
五
億
マ
ル
ク
で
年
増
約
十
億
マ
ル
ク
の
農
業
負
債
と
い
う
農
業
危
機
を
眼
前
に
、
デ
ィ
ー
ト

リ
ヒ
は
若
干
緑
色
戦
線
に
譲
歩
し
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ま
で
二
者
綱
領
に
対
し
沈
黙
を
守
っ
て
い
た
彼
が
六
月
二
二
日
、
穀
物
専

売
に
つ
い
て
は
そ
の
た
め
に
要
す
る
費
用
お
よ
び
現
行
通
商
条
約
と
の
矛
盾
か
ら
反
対
し
つ
つ
も
、
通
商
条
約
上
の
枠
内
で
の
関
税
引
き
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
国
産
小
菱
の
製
粉
強
制
の
導
入
を
示
唆
し
た
。
ま
た
同
じ
頃
、
工
業
利
害
を
代
表
し
こ
れ
ま
で
農
産
物
低
価
格
を
主
張
し
て
い
た
ド
イ
ッ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

業
全
国
同
盟
が
、
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
発
言
と
ほ
ぼ
似
か
よ
っ
た
内
容
の
声
明
を
出
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
と
き
か
ら
当
分
の
間
、
与
党
た
る
人
民

党
は
農
産
物
関
税
引
き
上
げ
支
持
に
ま
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
与
党
の
中
央
党
に
は
、
戦
線
四
首
脳
の
一
人
、
ヘ
ル
メ
ス
が
属
し
て
お
り
、

農
業
法
案
支
持
に
ま
わ
る
可
能
性
は
大
き
か
っ
た
。
か
く
し
て
戦
線
に
は
展
望
が
開
け
て
き
た
の
で
あ
り
、
国
会
最
終
日
の
六
月
二
六
日
、
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

会
民
主
党
と
共
産
党
以
外
の
政
党
の
支
持
を
え
て
緑
色
戦
線
案
を
修
正
し
た
も
の
が
可
決
さ
れ
、
七
月
法
と
し
て
施
行
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
ラ

イ
麦
・
小
麦
・
カ
ラ
ス
麦
は
戦
線
の
要
求
ど
う
り
の
、
馬
鈴
薯
も
ほ
ぼ
要
求
し
た
関
税
を
得
た
。
そ
れ
に
対
し
飼
料
大
麦
は
現
行
の
低
関
税
率

が
認
め
ら
れ
、
バ
タ
ー
は
八
○
マ
ル
ク
が
要
求
さ
れ
た
の
に
対
し
、
育
成
関
税
と
し
て
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
が
提
起
し
た
五
〇
マ
ル
ク
案
が
可
決
さ

れ
た
。
な
お
当
分
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
通
商
条
約
で
の
率
が
二
七
・
五
マ
ル
ク
で
あ
る
た
め
、
こ
の
引
き
上
げ
額
は
効
果
な
い
ま
ま
に
と
ど

ま
る
。
肉
輸
出
入
規
定
強
化
に
か
ん
す
る
法
案
等
は
可
決
さ
れ
た
が
、
家
畜
お
よ
び
肉
関
税
率
は
、
通
商
条
約
上
の
制
約
の
た
め
現
行
の
ま
ま

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
国
産
小
麦
製
粉
法
が
新
た
に
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
民
主
党
に
つ
ら
な
る
穀
物
取
引
業
者
の
間
か
ら
戦
線
の
穀
物
専
売
案

に
代
わ
る
も
の
と
し
て
提
起
さ
れ
、
議
会
で
は
与
党
四
党
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
で
可
決
さ
れ
た
。
そ
れ
は
国
産
小
麦
の
強
制
製
粉
率
を
製
粉
工
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場
の
全
製
粉
量
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
定
め
（
一
九
二
九
年
八
～
一
一
月
末
ま
で
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
同
時
に
製
粉
率
の
引
き
上
げ
権
お
よ
び

製
粉
強
制
を
混
合
強
舗
に
変
え
る
権
限
を
食
糧
梱
に
与
え
た
。
ま
た
一
九
二
九
年
秋
の
ラ
イ
麦
市
場
操
作
の
た
め
、
ド
イ
ツ
穀
物
取
引
会
社
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
三
七
五
万
マ
ル
ク
の
補
助
金
支
給
も
決
め
ら
れ
た
。

　
要
す
る
に
戦
線
は
、
四
老
綱
領
に
そ
っ
て
す
べ
て
の
農
産
物
関
税
の
引
き
上
げ
を
要
求
し
た
の
に
対
し
、
食
用
穀
物
に
つ
い
て
は
要
求
ど
う

り
の
成
果
を
得
た
と
は
い
え
、
食
用
穀
物
価
格
を
維
持
す
る
た
め
に
要
求
し
た
飼
料
大
麦
関
税
は
低
く
お
さ
え
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
畜
産
・

酪
農
製
品
に
つ
い
て
は
通
商
条
約
上
の
義
務
に
ふ
れ
る
と
い
う
理
由
で
な
ん
ら
の
成
果
も
得
な
か
っ
た
。
ま
た
戦
線
の
主
張
の
通
っ
た
食
用
穀

物
関
税
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
一
九
二
九
年
四
月
の
小
麦
を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
。
ベ
ル
リ
ン
で
の
小
麦
価
格
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
自
由
市
場
で

の
そ
れ
よ
り
百
キ
ロ
あ
た
り
一
二
三
ニ
マ
ル
ク
高
い
の
で
、
従
前
よ
り
一
・
五
マ
ル
ク
関
税
が
高
め
ら
れ
た
と
し
て
も
そ
の
効
果
は
期
待
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
。
戦
線
自
体
さ
き
の
専
門
家
委
員
会
で
は
小
麦
七
・
五
マ
ル
ク
関
税
と
い
う
高
い
率
を
要
求
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
戦
線
に
と

っ
て
も
最
初
の
こ
の
行
動
は
コ
テ
調
べ
の
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
七
月
法
に
お
い
て
は
な
お
、
低
農
産
物
価
格
政
策
を
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

持
し
て
き
た
従
前
の
与
党
の
立
揚
が
貫
徹
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
②
　
一
二
月
法

　
九
月
に
入
る
と
緑
色
戦
線
の
活
動
は
、
食
糧
相
と
の
公
開
論
争
で
始
ま
っ
た
。
食
糧
相
は
民
主
党
路
線
に
立
っ
て
農
民
の
畜
産
・
酪
農
製
品

の
育
成
関
税
を
め
ざ
し
、
障
害
と
な
っ
て
い
る
通
商
条
約
上
の
制
約
を
除
く
た
め
、
さ
し
あ
た
り
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
デ
ン
マ
ー
ク
と
の
交
渉
を

　
　
　
　
⑫

始
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
七
月
半
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
麦
は
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
ト
ン
当
り
二
五
〇
・
五
マ
ル
ク
か
ら
二
四
五
・
五
マ
ル

ク
へ
、
ラ
イ
麦
は
二
〇
一
・
ニ
マ
ル
ク
か
ら
一
九
三
・
四
マ
ル
ク
へ
と
低
落
傾
向
に
あ
り
、
し
か
も
収
穫
を
目
前
に
さ
ら
に
価
格
の
下
落
が
予

想
さ
れ
た
た
め
、
緑
色
戦
線
は
食
糧
栢
の
穀
物
経
済
に
対
す
る
無
策
を
批
判
し
、
小
碓
製
粉
率
の
引
き
上
げ
、
ラ
イ
菱
五
〇
万
ト
ン
の
買
上
げ
、

馬
鈴
薯
市
場
維
持
の
た
め
年
七
百
万
マ
ル
ク
の
資
金
援
助
等
を
要
請
し
た
。
し
か
し
な
に
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
段
階
に
入
る
と
戦
線

が
飼
料
穀
物
問
題
を
前
景
に
押
し
出
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
九
月
八
日
付
け
の
、
食
糧
相
あ
て
の
公
開
書
簡
に
よ
れ
ば
ラ
イ
麦
市
場
の
動
き
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は
飼
料
大
麦
市
場
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
平
年
作
で
も
つ
ね
に
相
当
の
過
剰
ラ
イ
麦
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
輸
出
は
世
界
の
関
税
障

壁
と
生
産
条
件
の
も
と
で
は
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
飼
料
と
し
て
そ
れ
は
処
理
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
は
安
価

な
外
国
産
の
飼
料
大
麦
と
と
う
も
ろ
こ
し
の
輸
入
の
阻
止
が
大
前
提
で
あ
り
、
と
う
も
ろ
こ
し
に
つ
い
て
は
通
商
条
約
上
の
制
約
が
あ
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

当
面
飼
料
大
菱
の
過
渡
関
税
の
廃
止
を
要
求
す
る
と
。
こ
の
書
簡
に
対
し
食
糧
相
が
反
論
し
、
さ
ら
に
戦
線
が
再
批
判
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ

こ
で
食
糧
相
は
飼
料
大
変
閥
題
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
無
視
し
、
製
粉
強
制
率
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
そ
の
意
志
な
く
そ
の
効
果
さ
え
疑
っ
て

　
　
　
　
　
　
⑭

い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
段
階
で
は
、
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
が
外
国
産
飼
料
を
購
入
す
る
農
民
の
立
場
に
、
緑
色
戦
線
が
穀
物
生
産
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
立
場
を
鮮
明
に
し
て
対
時
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
だ
が
戦
線
の
こ
の
立
場
が
全
国
農
村
同
盟
の
み
の
立
場
と
捉
え
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。

吉
吾
の
ギ
ッ
農
民
連
盟
馨
の
大
会
決
議
は
こ
、
」
に
述
べ
た
戦
線
の
要
求
と
一
致
し
て
い
軸
・
し
か
し
同
時
に
北
西
部
の
肇
組
織
か

ら
は
飼
料
大
麦
関
税
引
き
上
げ
に
反
対
の
声
が
で
は
じ
め
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
緬

　
十
月
に
入
る
と
緑
色
戦
線
は
人
民
党
を
も
ま
き
こ
み
つ
つ
、
国
会
通
商
政
策
委
員
会
に
お
い
て
家
畜
・
肉
関
税
の
大
幅
引
き
上
げ
決
議
を
通

過
さ
せ
た
の
を
は
じ
め
、
九
月
の
要
求
項
目
の
実
現
を
め
ざ
し
議
会
に
働
き
か
け
、
そ
れ
の
み
で
は
な
く
十
一
月
は
じ
め
に
は
大
統
領
を
も
訪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

問
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
農
産
物
価
格
問
題
は
新
な
様
相
を
お
び
て
く
る
の
で
あ
り
、
農
業
政
策
は
大
転
換
を
と
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
さ
て
こ
う
し
た
戦
線
の
激
し
い
動
き
は
、
一
九
二
五
年
の
関
税
法
が
一
九
二
九
年
」
二
月
末
で
満
期
に
な
る
こ
と
と
も
関
連
し
て
い
た
の
で

あ
り
、
一
一
月
二
一
日
食
糧
相
は
農
業
お
よ
び
関
税
法
案
を
閣
議
に
提
出
し
た
。
そ
の
要
点
は
こ
う
で
あ
る
。
ω
家
畜
関
税
に
つ
い
て
、
ト
ソ

当
り
牛
は
現
行
一
三
〇
マ
ル
ク
を
二
七
〇
マ
ル
ク
へ
、
羊
は
現
行
一
三
〇
マ
ル
ク
を
一
一
二
五
マ
ル
ク
へ
引
き
上
げ
等
。
②
小
麦
・
ラ
イ
麦
の
公

定
価
格
を
ト
ン
当
り
、
そ
れ
ぞ
れ
二
七
〇
マ
ル
ク
、
一
一
三
〇
マ
ル
ク
に
定
め
、
ま
た
そ
の
関
税
率
を
そ
れ
ぞ
れ
七
五
マ
ル
ク
、
七
〇
マ
ル
ク
に

引
き
あ
げ
、
こ
の
公
定
価
格
を
維
持
す
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
二
五
マ
ル
ク
の
調
整
割
増
金
（
》
器
α
Q
§
。
冨
塁
ω
。
巳
p
σ
q
）
。
一
二
月
か
ら
翌
一
月
の
間
、

国
産
小
麦
の
製
粉
強
制
率
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
へ
の
引
き
上
げ
　
㈲
プ
レ
ミ
ア
付
で
の
ラ
イ
麦
の
飼
料
用
変
性
化
の
奨
励
。
こ
れ
を
容
易
に
す

る
た
あ
戦
線
の
主
張
ど
う
り
に
飼
料
大
麦
関
税
を
ト
ン
当
り
一
年
間
の
み
二
〇
マ
ル
ク
か
ら
五
〇
マ
ル
ク
へ
引
き
上
げ
、
外
国
産
飼
料
大
麦
に
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依
存
し
た
北
西
部
農
業
に
対
す
る
打
撃
を
緩
和
す
る
た
め
、
飼
料
用
変
性
ラ
イ
麦
三
ツ
ェ
ン
ト
ナ
ー
購
入
に
対
し
、
外
国
産
大
麦
七
ツ
ェ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ナ
ー
の
旧
関
税
率
で
の
購
入
を
許
可
。
東
部
か
ら
西
部
へ
の
ラ
イ
麦
移
送
の
た
め
二
千
万
マ
ル
ク
の
国
庫
補
助
。

　
さ
き
に
進
む
前
に
食
糧
相
の
こ
の
計
画
の
意
義
を
考
え
た
い
。
家
畜
・
肉
関
税
率
引
き
上
げ
問
題
は
六
月
末
い
ら
い
持
ち
こ
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
り
、
こ
こ
で
の
引
き
上
げ
率
が
十
月
に
国
会
通
商
委
員
会
に
お
い
て
戦
線
派
議
員
が
可
決
さ
せ
た
決
議
の
数
字
に
近
い
と
は
い
え
、
人
民

党
は
じ
め
民
主
党
に
も
畜
産
育
成
の
姿
勢
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
当
面
問
題
で
は
な
い
。
こ
こ
で
注
図
さ
れ
る
の
は
穀
物
問
題
で
あ
る
。
飼
料

購
入
農
民
へ
の
若
千
の
配
慮
が
あ
る
と
は
い
え
、
九
月
時
点
の
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
か
ら
み
れ
ば
、
戦
線
に
大
幅
に
譲
歩
し
て
い
る
。
ラ
イ
麦
の
飼

料
化
に
踏
み
き
っ
た
こ
と
の
み
で
は
な
い
。
穀
価
の
引
き
上
げ
手
段
と
し
て
六
月
時
点
で
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
の
提
案
し
た
ス
ラ
イ
ド
制
関
税
が
表

　
　
　
　
　
　
や

面
的
に
は
こ
こ
で
導
入
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
小
麦
に
つ
い
て
、
関
税
率
を
ト
ン
当
た
り
七
五
マ
ル
ク
に
引
き
あ
げ
た
う
え
、
そ
れ
に
二
五
マ
ル

ク
の
引
き
上
げ
幅
を
見
込
ん
で
お
り
、
そ
の
基
準
は
公
定
価
格
二
七
〇
マ
ル
ク
で
あ
る
。
実
際
の
小
麦
相
場
は
一
九
二
七
年
八
月
以
降
低
落
傾

向
に
あ
り
、
法
案
の
提
出
さ
れ
た
一
一
月
に
は
二
三
一
・
三
マ
ル
ク
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
実
際
に
は
関
税
率
は
百
マ
ル
ク
に
固
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
実
質
的
に
、
六
月
の
専
門
家
委
員
会
で
の
緑
色
戦
線
の
要
求
が
実
現
さ
れ
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
ち
な
み
に
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

時
戦
線
側
は
、
小
麦
公
定
価
格
ト
ン
当
り
二
六
七
マ
ル
ク
、
そ
の
関
税
率
七
五
マ
ル
ク
を
主
張
し
て
い
た
。

　
「
少
し
前
ま
で
は
も
っ
と
も
野
蛮
な
煽
動
家
さ
え
可
能
と
は
み
て
い
な
か
っ
た
高
さ
に
ま
で
、
大
土
地
所
有
者
の
穀
物
関
税
を
引
き
あ
げ
る

仕
事
が
民
主
的
な
食
糧
相
に
と
っ
て
お
か
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
さ
い
社
会
民
主
党
の
農
業
政
策
論
家
が
か
な
り
の
影
響
力
を
お
よ

ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
も
。
し
か
し
こ
の
民
主
的
な
食
糧
相
自
身
、
こ
の
功
績
を
非
常
に
重
視
し
て
い
る
。
何
故

な
ら
最
近
で
た
か
れ
の
著
『
農
業
政
策
一
年
』
の
結
論
部
で
自
ら
の
仕
事
の
成
果
が
関
税
政
策
領
域
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
が
ゆ
え

⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
」
。
こ
れ
は
一
一
月
二
三
日
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
タ
ー
新
聞
の
社
説
の
㎝
部
で
あ
る
が
、
状
況
を
的
確
に
表
現
し
て
い
る
。
で
は
何
故
、
デ
ィ
ー

ト
リ
ヒ
は
こ
の
よ
う
な
譲
歩
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ト
ッ
プ
は
食
糧
相
が
戦
線
の
シ
ー
レ
ら
の
精
神
に
負
け
た
と
い
い
、
ホ
ル
ト
は

か
れ
が
穀
物
問
題
の
解
決
は
飼
料
穀
物
市
場
の
操
作
に
し
か
な
い
こ
と
を
確
信
し
た
た
め
で
あ
る
と
言
う
。
そ
の
さ
い
こ
の
譲
歩
を
容
易
に
し
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た
に
つ
い
て
は
か
れ
が
南
独
の
バ
ー
ゲ
ン
州
出
身
で
あ
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
よ
う
。
同
地
域
の
農
民
は
北
西
部
農
罠
に
比
す
れ
ば
輸
入
飼
料

依
存
度
が
低
い
。
民
主
党
内
で
も
北
西
部
を
基
盤
と
す
る
タ
ン
ツ
ェ
ン
（
門
ρ
口
伴
器
旨
）
は
こ
の
頃
か
ら
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
と
対
立
し
は
じ
め
、
　
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

三
〇
年
四
月
に
脱
党
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
閣
議
で
の
審
議
に
立
ち
か
え
ろ
う
。
＝
月
二
三
日
、
政
府
は
食
糧
相
の
プ
ラ
y
を
検
討
し
、
修
正
案
を
作
成
し
た
。
そ
の
修
正
点
を

列
挙
す
れ
ば
こ
う
で
あ
る
。
ω
関
税
率
に
つ
い
て
ト
ソ
当
り
小
野
、
五
五
、
七
五
、
九
五
マ
ル
ク
、
ラ
イ
麦
田
〇
、
七
〇
、
九
〇
マ
ル
ク
と
い

う
三
段
階
の
ス
ラ
イ
ド
制
を
導
入
。
基
準
と
な
る
公
定
価
格
に
つ
い
て
も
小
変
は
ト
ソ
当
り
二
五
〇
～
二
七
〇
マ
ル
ク
、
ラ
イ
麦
は
二
二
〇
～

二
四
〇
マ
ル
ク
の
間
と
、
幅
を
も
た
せ
た
。
②
小
麦
の
輸
入
証
明
を
ト
ン
当
り
小
麦
五
五
個
口
ク
、
ラ
イ
麦
の
そ
れ
を
五
〇
マ
ル
ク
に
固
定
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

取
引
業
者
が
ス
ラ
イ
ド
糊
関
税
を
投
機
に
悪
用
す
る
こ
と
を
防
止
。
㈹
穀
粉
関
税
も
穀
物
関
税
と
関
連
し
ス
ラ
イ
ド
綱
導
入
。
要
す
る
に
政
府

案
は
関
税
引
き
下
げ
の
可
能
性
を
設
け
た
の
で
あ
り
、
食
糧
法
案
よ
り
は
や
や
低
農
産
物
価
格
維
持
の
方
向
に
傾
い
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
な
政
府
案
に
対
し
、
縁
色
戦
線
は
＝
一
月
一
二
日
食
血
相
で
は
な
く
首
相
に
書
簡
を
送
り
、
そ
こ
で
政
府
案
に
反
対
し
、
飼
料
大
麦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

関
税
の
大
幅
引
き
上
げ
、
ス
ラ
イ
ド
制
で
は
な
く
固
定
穀
物
関
税
を
要
求
し
た
。
つ
ま
り
こ
の
時
期
に
な
れ
ば
争
点
は
穀
物
問
題
に
絞
ら
れ
、

し
か
も
関
税
を
引
き
あ
げ
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
そ
の
引
き
上
げ
方
法
が
争
点
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
ゆ
く
か
追
っ

て
み
よ
う
。

　
＝
一
月
＝
ハ
日
か
ら
通
商
政
策
委
員
会
に
お
い
て
、
工
業
お
よ
び
農
業
関
税
法
案
の
審
議
が
始
ま
っ
た
。
予
想
さ
れ
た
ご
と
く
戦
線
系
の
政

党
は
す
べ
て
、
穀
物
類
の
ス
ラ
イ
ド
制
関
税
に
反
対
し
た
。
た
と
え
ば
ヘ
ル
メ
ス
は
与
党
議
員
で
あ
り
な
が
ら
、
ス
ラ
イ
ド
制
に
代
わ
る
小
麦
、

ラ
イ
麦
ト
ン
当
り
九
五
、
九
〇
マ
ル
ク
の
固
定
関
税
を
要
求
し
、
国
家
人
民
党
議
員
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
保
護
し
な
が
ら
、
農
業
保
護
が
不
十

分
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
そ
れ
に
対
し
て
社
会
民
主
党
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ス
ラ
イ
ド
制
関
税
が
農
業
の
要
求
と
消
費
者
の
そ
れ
と
の
均
衡
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

保
つ
と
政
府
案
を
弁
明
し
た
。
こ
の
頃
議
会
外
で
は
本
来
与
党
の
民
主
党
に
つ
ら
な
る
穀
物
取
引
業
者
が
、
ス
ラ
イ
ド
制
関
税
は
取
引
を
不
安

定
に
す
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
ま
た
こ
れ
が
穀
物
専
売
制
移
行
へ
の
過
渡
的
措
置
に
な
る
と
い
う
お
そ
れ
か
ら
ス
ラ
イ
ド
綱
に
反
対
し
、
同
年

17 （191）



春
と
は
異
な
っ
て
緑
色
戦
線
に
近
づ
い
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
再
度
農
業
関
税
に
か
ん
す
る
与
党
間
の
意
見
調
整
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
こ
で
ま

ず
公
定
価
格
は
四
ケ
月
平
均
で
小
麦
二
六
〇
、
ラ
イ
麦
二
三
〇
マ
ル
ク
に
、
関
税
は
小
麦
九
五
、
三
五
マ
ル
ク
の
、
ラ
イ
麦
九
〇
、
三
〇
マ
ル

ク
の
二
段
階
の
幅
広
い
ス
ラ
イ
ド
制
に
あ
ら
た
め
ら
れ
、
ま
た
取
引
業
者
に
譲
歩
し
て
輸
入
証
明
は
小
麦
六
五
マ
ル
ク
、
ラ
イ
麦
六
〇
マ
ル
ク

　
　
　
　
　
　
　
⑱

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
現
実
の
価
格
は
こ
こ
で
定
め
ら
れ
た
公
定
価
格
以
下
で
あ
る
の
で
、
最
低
関
税
率
三
五
、
三
〇
マ

ル
ク
の
実
際
的
効
果
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
修
正
案
は
さ
き
の
食
糧
潴
溜
よ
り
に
、
ひ
い
て
は
緑
色
戦
線
よ
り
に
修
正
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

こ
の
関
税
修
正
案
は
再
度
通
商
政
策
委
員
会
に
ま
わ
さ
れ
た
の
ち
、
一
二
月
一
九
日
国
会
で
審
議
さ
れ
た
。
社
会
民
主
党
が
最
低
関
税
率
に
価

格
引
き
下
げ
の
可
能
性
を
み
て
こ
れ
を
支
持
し
た
の
に
は
じ
ま
り
、
今
回
は
与
党
が
い
ず
れ
も
こ
れ
を
支
持
し
、
共
産
党
と
国
家
人
民
党
が
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

つ
た
く
逆
の
立
場
か
ら
こ
れ
に
反
対
し
た
。
翌
二
十
日
の
第
三
読
会
で
も
議
事
は
順
調
に
進
ん
で
い
た
。
し
か
し
最
後
に
緑
色
戦
線
系
の
バ
イ

エ
ル
ン
人
罠
党
が
、
法
案
の
う
ち
民
主
党
員
と
し
て
食
糧
梢
の
固
守
し
て
い
た
部
分
を
つ
き
崩
す
提
案
を
な
し
た
。
す
な
わ
ち
同
党
は
、
期
限

つ
き
飼
料
大
麦
関
税
引
き
上
げ
を
無
期
限
引
き
上
げ
に
変
更
し
、
か
つ
変
性
ラ
イ
麦
購
入
者
に
旧
関
税
で
の
飼
料
大
麦
購
入
を
許
可
し
た
項
を

削
除
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
採
決
は
翌
日
に
も
ち
こ
さ
れ
た
と
は
い
え
、
与
党
た
る
人
民
党
、
中
央
党
を
は
じ
め
、
戦
線
戯
曲
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

さ
ら
に
ナ
チ
党
、
経
済
党
ま
で
こ
の
提
案
を
支
持
し
た
た
め
、
こ
れ
は
政
府
内
に
深
刻
な
対
立
を
惹
き
お
こ
し
た
。
結
局
飼
料
大
麦
関
税
の
無

期
限
引
き
上
げ
案
は
担
補
す
る
が
、
低
大
麦
関
税
と
変
性
ラ
イ
麦
の
消
費
と
の
結
合
は
取
り
消
す
こ
と
で
与
党
間
の
了
解
が
な
っ
た
。
二
一
冒

の
国
会
に
お
い
て
こ
れ
が
承
認
さ
れ
、
最
終
的
に
三
一
一
対
四
〇
票
、
棄
権
六
四
票
で
農
業
法
案
は
可
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
棄
権
は
主
と
し

て
国
家
人
民
党
と
農
村
民
党
で
あ
り
、
反
対
票
は
審
議
経
過
か
ら
み
て
共
産
党
で
あ
ろ
う
。
緑
色
戦
線
が
攻
勢
に
出
る
た
び
に
政
府
は
譲
歩
を

く
り
か
え
し
、
し
か
も
最
終
的
に
は
戦
線
系
政
党
の
協
力
を
え
ら
れ
な
い
ま
ま
に
、
一
二
月
二
二
臼
法
は
成
立
し
た
。
緑
色
戦
線
は
晒
者
綱
領

の
核
の
一
つ
で
あ
っ
た
生
産
者
に
有
利
な
公
定
価
格
お
よ
び
こ
れ
を
維
持
す
る
た
め
の
高
関
税
を
得
た
の
で
あ
る
。
小
菱
、
ラ
イ
麦
は
実
際
の

相
場
よ
り
高
い
二
六
〇
、
二
三
〇
マ
ル
ク
と
い
う
公
定
価
格
を
得
た
の
で
あ
り
、
ま
た
ス
ラ
イ
ド
制
関
税
が
導
入
さ
れ
た
と
は
い
え
、
下
限
閾

税
率
は
意
味
を
も
ち
え
ず
、
実
質
的
に
は
小
麦
九
五
マ
ル
ク
、
ラ
イ
麦
九
〇
マ
ル
ク
の
固
定
関
税
が
達
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
運
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動
を
す
す
め
る
過
程
で
鮮
明
に
し
て
き
た
過
剰
ラ
イ
麦
を
飼
料
化
し
て
処
理
す
る
と
い
う
ラ
イ
麦
問
題
の
ユ
ン
カ
ー
的
処
理
の
た
め
の
軌
道
が

敷
か
れ
た
の
で
あ
り
、
相
対
的
安
定
期
い
ら
い
の
穀
物
高
関
税
、
飼
料
低
関
税
に
よ
る
穀
物
生
産
老
と
畜
産
・
酪
農
民
の
妥
協
と
い
う
シ
ス
テ

ム
が
崩
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
り
、
戦
線
は
こ
の
段
階
で
は
穀
物
生
産
者
擁
護
の
立
場
を
強
く
押
し
出
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
鋤
　
三
月
一
＝
ハ
日
の
関
税
法

　
食
糧
相
が
飼
料
穀
物
低
関
税
を
維
持
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
の
ち
、
農
業
政
策
の
主
導
権
を
握
っ
た
の
は
緑
色
戦
線
で
あ
っ
た
。
一
九
三
〇

年
に
入
る
と
戦
線
は
、
従
前
の
措
置
は
あ
ま
り
に
お
そ
す
ぎ
か
つ
不
十
分
で
あ
る
た
め
成
果
な
し
と
批
判
し
、
新
た
な
農
業
保
護
の
措
置
を
も

と
め
て
食
糧
相
に
働
き
か
け
、
食
糧
相
は
こ
う
し
た
戦
線
の
意
向
に
も
と
つ
く
農
業
救
済
案
を
三
月
一
五
臼
与
党
の
専
門
委
員
会
に
提
示
し
た
。

そ
の
内
容
は
こ
う
で
あ
る
。
ω
小
麦
、
ラ
イ
麦
の
関
税
決
定
権
を
政
府
に
附
与
　
②
と
う
も
ろ
こ
し
関
税
の
引
き
上
げ
は
通
商
条
約
上
の
制
約

で
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
と
う
も
ろ
こ
し
輸
入
専
売
の
導
、
入
。
そ
れ
は
飼
料
大
麦
に
代
わ
っ
て
流
入
貴
の
増
え
た
と
う
も
ろ
こ
し
の
輸
入
阻
止

を
意
図
し
た
。
㈹
大
変
関
税
率
の
決
定
権
を
政
府
に
附
与
。
変
性
ラ
イ
麦
と
同
時
に
飼
料
化
さ
れ
る
大
菱
は
ト
ン
当
り
五
〇
マ
ル
ク
関
税
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

う
で
な
い
ば
あ
い
は
百
マ
ル
ク
関
税
　
ω
早
生
馬
鈴
薯
関
税
の
引
き
上
げ
　
㈲
砂
糖
関
税
の
引
き
上
げ
。

　
こ
こ
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
関
税
に
か
ん
す
る
全
権
委
任
法
の
要
求
で
あ
る
。
こ
れ
は
戦
線
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

さ
き
の
関
税
法
の
施
行
さ
れ
た
一
二
月
以
降
三
月
に
か
け
て
ト
ン
当
り
小
麦
価
格
が
わ
ず
か
一
・
五
マ
ル
ク
下
落
し
た
の
に
対
し
、
ラ
イ
麦
価

格
は
二
二
・
三
マ
ル
ク
も
下
落
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
戦
線
は
関
税
率
の
上
げ
幅
で
は
な
く
そ
の
決
定
権
そ
の
も
の
を
問
題
と
し
は
じ
め
た
の

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
提
案
の
特
徴
は
、
＝
～
拳
法
で
軌
道
の
し
か
れ
た
過
剰
ラ
イ
麦
の
飼
料
化
の
道
を
、
よ
り
一
層
整
備
し
た
こ
と
で
あ

る
。
食
糧
相
は
提
案
の
目
的
が
ラ
イ
麦
救
済
に
あ
る
と
ま
で
言
明
し
て
い
る
。

　
こ
の
提
案
は
、
与
党
五
党
内
で
強
い
反
対
を
う
け
た
。
た
と
え
ば
社
会
民
主
党
は
関
税
全
権
法
と
砂
糖
重
税
に
反
対
し
、
民
主
党
と
人
罠
党

は
と
う
も
ろ
こ
し
専
売
に
危
惧
の
念
を
表
明
し
た
。
結
局
食
糧
椙
案
は
施
行
期
限
を
一
年
に
限
定
し
た
の
ち
つ
ぎ
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
た
。
ω

小
麦
関
税
を
ト
ソ
当
り
＝
一
〇
マ
ル
ク
に
引
き
上
げ
。
た
だ
し
世
界
市
場
価
格
が
崩
壊
し
た
と
き
は
、
小
麦
関
税
を
再
度
引
き
上
げ
る
権
限
を
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政
府
に
賦
与
　
②
大
菱
関
税
を
百
マ
ル
ク
に
引
き
上
げ
。
た
だ
し
ラ
イ
麦
飼
料
購
入
者
に
は
二
〇
マ
ル
ク
飼
料
大
麦
関
税
の
保
証
　
③
と
う
も

ろ
こ
し
専
売
の
導
入
　
㈲
大
麦
に
代
わ
る
飼
料
と
し
て
輸
入
量
の
増
え
た
雑
穀
類
へ
の
関
税
　
紛
砂
糖
関
税
を
ト
ン
当
り
二
五
〇
マ
ル
ク
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

三
二
〇
マ
ル
ク
に
引
き
上
げ
。
な
お
世
界
的
な
砂
糖
の
過
剰
生
産
に
よ
っ
て
世
界
市
場
価
格
は
一
六
〇
～
一
七
〇
マ
ル
ク
に
下
落
し
て
い
た
。

　
食
糧
相
論
が
こ
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
た
と
は
い
え
、
こ
れ
は
与
党
五
面
す
べ
て
の
支
持
を
得
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
頃
と
も
な
れ
ば

農
業
関
係
法
案
を
め
ぐ
り
与
党
闘
の
調
整
は
む
つ
か
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
三
月
二
十
日
与
党
提
案
と
し
て
議
会
に
提
出
さ
れ
た

と
き
、
大
麦
関
税
修
正
案
お
よ
び
と
う
も
ろ
こ
し
専
売
案
に
は
民
主
党
と
人
民
党
が
、
砂
糖
法
案
に
は
人
民
党
が
署
名
を
ひ
か
え
た
の
で
あ
っ

⑱た
。
ま
た
議
会
の
外
で
は
穀
物
取
引
業
者
や
緑
色
戦
線
の
構
成
組
織
た
る
農
民
組
合
が
こ
の
よ
う
な
飼
料
穀
物
輸
入
の
阻
止
に
抗
議
の
声
を
あ

　
　
　
⑲

げ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
大
統
領
は
、
ド
イ
ツ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
清
算
協
定
お
よ
び
通
商
条
約
に
署
名
す
る
代
償
と
し
て
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

業
援
助
を
お
こ
な
う
よ
う
に
首
相
に
圧
力
を
加
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
流
会
審
議
に
入
ろ
う
。
従
前
の
経
過
は
、
政
府
が
法
案
を
出
す
と
そ
れ
よ
リ
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
提
案
を
戦
線
側
が
な
し
、
与
党
で
あ
り
な

が
ら
中
央
党
と
人
民
党
が
こ
れ
に
同
調
し
、
そ
の
結
果
戦
線
側
が
勝
利
を
お
さ
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
回
は
異
な
っ
て
い
た
。

人
民
党
は
農
業
援
助
の
前
提
は
生
産
費
引
き
下
げ
で
あ
る
と
し
て
緑
色
戦
線
的
農
業
保
護
に
反
対
し
、
中
央
党
は
農
罠
醇
化
農
業
の
意
義
を
過

小
評
価
す
る
の
で
は
な
い
が
、
現
在
は
ラ
イ
麦
恐
慌
が
前
景
に
出
て
い
る
の
で
ま
ず
こ
れ
に
取
り
く
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
は
い
い
つ
つ
も
与
党

提
案
の
支
持
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
与
党
提
案
よ
り
さ
ら
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
提
案
を
な
し
た
緑
色
戦
線
側
は
孤
立
し
、
三
月
二
五
日
与
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

提
案
が
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ヨ
リ
一
層
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
化
は
阻
止
さ
れ
た
と
は
い
え
、
可
決
さ
れ
た
与
党
提
案
そ
の
も
の
が
緑
色
戦
線
構
想
の
な
か
の
穀
物
保
護
路
線
に

沿
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
戦
線
の
成
果
が
ユ
ン
カ
ー
の
利
害
と
の
み
捉
え
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
穀
物
の
利
害
と
い
う
ば
あ
い
、
東

エ
ル
ベ
の
ユ
ン
カ
ー
・
大
農
の
利
害
が
前
景
に
で
て
く
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
の
み
で
は
な
く
南
部
の
穀
物
生
産
老
、
と
く

に
バ
イ
エ
ル
ン
の
大
農
は
ほ
と
ん
ど
輸
出
の
機
会
を
も
た
ず
、
ド
ナ
ウ
河
沿
い
に
輸
入
さ
れ
、
ラ
イ
ン
で
販
売
さ
れ
る
外
国
産
穀
物
と
の
競
争
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に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
北
東
部
と
南
部
の
穀
物
利
害
が
同
路
線
の
推
進
勢
力
で
あ
っ
た
、
と
い
っ
て
よ
い
。
ち
な
み
に
戦
線
結

成
の
の
ろ
し
を
あ
げ
た
の
は
こ
の
両
勢
力
で
あ
っ
た
。
ま
た
畜
産
・
酪
農
民
と
い
え
ど
も
北
部
を
の
ぞ
け
ば
輸
入
飼
料
へ
の
依
存
度
は
低
く
、

か
れ
ら
に
と
っ
て
は
飼
料
低
関
税
に
固
執
す
る
こ
と
よ
り
も
通
商
条
約
の
改
訂
に
よ
り
農
民
醇
化
農
産
物
の
関
税
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
利
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

関
心
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
う
し
た
農
民
層
も
戦
線
の
「
四
者
綱
領
」
と
そ
の
行
動
を
支
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

緑色戦線とヴァイマル共和髄期の農業政策（豊永）
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。
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。
．
寝
。
＜
．
目
㊤
b
。
ρ
窯
円
．
Q
。
誤
．
本
稿
で
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
タ
ー
新
聞
を
参
照

　
し
た
の
は
、
他
に
適
当
な
資
料
を
閲
覧
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
同
紙
は
政

　
治
的
に
は
民
主
党
に
近
い
立
場
に
あ
る
。
そ
の
立
場
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
鑑
？

　
紆
置
田
（
ω
9
ご
ω
層
虐
6
津
p
芽
旨
詳
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。
一
．
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い

　
《
H
雪
卸
ω
ω
・
ω
凸
。
。
・
同
紙
の
農
業
政
策
に
対
す
る
姿
勢
に
言
及
し
て
お
こ
う
。
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緑
色
職
責
の
五
・
六
月
提
案
に
つ
い
て
、
要
求
さ
れ
て
い
る
関
税
は
ラ
デ
ィ
カ
ル

で
あ
り
、
そ
れ
は
生
活
費
を
騰
貴
さ
せ
、
賃
金
闘
争
を
呼
び
お
こ
し
、
経
済
的
動

　
揺
を
も
た
ら
す
が
ゆ
え
に
反
対
で
あ
る
。
関
税
引
き
上
げ
は
都
市
消
費
者
の
み
な

ら
ず
西
ド
イ
ツ
の
幾
民
農
業
に
も
打
撃
を
あ
た
え
、
大
土
地
所
有
者
が
そ
の
現
在

　
の
葬
経
済
的
な
経
営
形
態
を
支
え
る
た
め
に
役
立
つ
に
す
ぎ
な
い
と
。
た
だ
し
バ

　
タ
ー
関
税
に
つ
い
て
は
緑
色
戦
線
の
要
求
す
る
高
さ
は
お
話
し
に
な
ら
な
い
と
は

　
言
へ
、
穏
健
で
期
限
つ
き
の
育
成
関
税
は
必
要
と
み
な
し
た
（
男
N
．
N
O
■
竃
p
押
刈
・

　
冒
巳
’
客
μ
凸
O
F
b
。
P
甘
旨
卸
窯
H
．
劇
ら
。
。
。
”
H
怠
り
）
。
九
月
段
階
で
の
戦
線
活
動

　
を
グ
ロ
ス
ア
グ
ラ
リ
エ
ル
の
必
要
に
応
じ
た
も
の
と
み
（
閃
N
讐
に
・
ω
①
℃
鉾
聚
ド

　
a
。
。
N
P
㊤
卜
。
Φ
）
、
食
糧
相
が
戦
線
の
要
求
に
一
歩
も
動
か
さ
れ
る
つ
も
り
の
な
い
こ

　
と
は
喜
ば
し
い
と
。
一
一
月
段
階
に
つ
い
て
は
さ
き
に
み
た
と
う
り
で
あ
る
。
同

　
紙
は
ラ
イ
麦
問
題
の
解
決
を
「
内
地
植
畏
に
よ
る
東
エ
ル
ベ
大
土
地
所
腐
の
大
半

　
の
分
割
」
に
求
め
て
い
た
（
閃
N
層
　
b
o
G
o
■
　
ヴ
唄
O
＜
．
　
ド
㊤
b
⊃
り
曽
　
ワ
夙
同
．
　
o
◎
刈
α
）
。
同
紙
は
こ
の
よ

　
う
に
反
ユ
ン
カ
ー
の
姿
勢
は
強
い
が
、
反
独
占
の
そ
れ
は
み
ら
れ
な
い
。

⑬
　
劉
月
。
鳳
．
o
や
9
汁
二
ω
」
O
O
雪
気
■
七
d
舳
類
。
ぎ
。
℃
■
9
け
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ω
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一
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＠
　
｝
〈
■
o
D
巴
9
ヨ
㌧
H
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コ
舜
図
巨
U
一
。
球
一
。
ダ
国
ぎ
の
陸
召
募
ヨ
回
雪
α
宵
≦
。
や

　
話
霞
。
域
力
①
℃
5
σ
ヨ
（
曽
お
O
ρ
ω
顧
鮒
δ
■

⑳
　
閏
N
℃
卜
。
避
翼
。
く
し
紹
P
留
置
。
。
冨
．

⑳
鋭
切
碧
玉
昌
Φ
μ
。
℃
．
簿
‘
も
D
噂
H
8
臨
．

⑳
凋
N
レ
刈
．
d
Φ
N
し
露
り
讐
窯
μ
8
メ
冥
肖
．
O
ω
。
。
L
．
属
μ
Φ
ω
り
し
ω
■
U
Φ
N
．
同
8
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客
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8
Q
。
．
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N
「
刈
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N
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一
8
り
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属
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。
”
G
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・
∪
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■
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．
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．
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8
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⑳
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U
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N
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昌
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総
F
b
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b
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■
U
。
N
．
罫
■
8
。
。
レ
8
0
．

⑳
N
①
簿
邑
三
暮
什
b
O
．
吉
報
α
q
二
戸
Φ
。
。
ρ
ω
■
δ
騰
こ
男
N
レ
ド
閨
Φ
9
H
㊤
ω
O
”
寄
。

　
ド
8
占
＝
凹
α
．
鍔
鐸
N
冠
り
。
。
P
客
円
．
δ
？
霜
ド
〉
■
切
巨
歩
毘
㊦
が
。
や
。
搾
一
ω
」
O
メ

⑧
閃
N
し
①
。
窓
鋒
N
お
も
。
ρ
渚
二
三
。
O
O
歯
O
昏
。
・

⑳
　
悶
N
ゆ
ト
。
一
膳
霞
鋒
N
お
ω
P
客
け
ト
。
一
も
。
南
H
凱
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⑳
　
司
N
レ
の
・
下
野
瞬
お
ω
P
ズ
界
8
0
1
び
。
8
．

⑰
司
N
層
b
。
P
窯
餌
旨
搭
ω
ρ
ヨ
』
δ
－
N
欝

⑳
　
頃
N
贈
b
二
H
．
句
数
N
お
。
。
ρ
旨
い
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⊃
目
。
。
I
b
。
ド
伊

㊥
　
司
N
レ
ρ
凋
。
訂
レ
の
ω
ρ
肥
料
．
N
お
1
稼
㎝
戸
錠
．
窯
9
、
話
6
ω
ρ
ズ
馬
鐸
。
。
歯
窃
’

⑳
N
。
口
霞
目
三
言
辞
8
こ
巴
肖
G
q
．
い
お
ω
ρ
ω
払
。
。
『
瞥

⑪
司
N
』
9
蜜
賢
N
お
。
。
ρ
翼
残
●
b
。
卜
。
？
卜
。
b
。
。
。
■

⑫
　
一
九
三
二
年
の
農
民
連
盤
連
合
と
ド
イ
ツ
機
械
製
造
所
連
盟
・
ド
イ
ヅ
農
民
組

　
合
と
の
農
業
政
策
を
め
ぐ
る
論
争
が
こ
れ
を
裏
付
け
る
（
團
幽
・
鵠
磐
ω
ぎ
富
斜
。
℃
・

　
o
搾
層
Q
Q
q
一
。
。
＝
．
）
。
ま
た
戦
線
路
線
で
の
濃
業
再
建
構
想
を
う
ち
出
し
た
高
野
連

　
盟
の
パ
ン
フ
を
も
参
照
。
9
魏
①
一
葦
F
＞
・
出
犀
昌
◎
プ
騨
日
露
賃
・
d
邑
ω
叶
露
ざ
ロ
σ
q

　
伽
。
同
畠
。
耳
ω
。
冨
ロ
ピ
嘗
山
三
諄
ω
。
冨
崎
r
6
曽
（
V
）
■
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三
　
プ
リ
ュ
ー
澱
ン
グ
内
閣
と
緑
色
戦
線

大
連
合
内
閣
は
低
農
産
物
価
格
政
策
か
ら
穀
物
高
価
格
政
策
に
大
転
換
を
と
げ
た
後
、
財
政
問
題
の
行
き
づ
ま
り
か
ら
崩
壊
し
、
一
九
三
〇

年
三
月
末
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
内
閣
が
誕
生
し
た
。
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
は
所
信
表
明
に
お
い
て
農
業
恐
慌
を
一
般
的
国
民
危
機
と
記
し
、
農
業
恐



緑色戦線とヴァイマル共和制期の農業政策（豊永）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

慌
打
開
に
と
り
く
む
姿
勢
を
示
し
、
そ
し
て
食
糧
相
に
は
緑
色
戦
線
の
シ
ー
レ
が
就
任
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
政
権
は
歴
代
の
政
権
と
は
異

な
り
議
会
多
数
派
に
依
拠
せ
ず
、
憲
法
第
四
八
条
に
も
と
つ
く
大
統
領
の
緊
急
命
令
の
発
動
に
依
存
し
て
お
り
、
そ
の
大
統
領
が
農
業
利
害
優

先
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
の
で
、
シ
ー
レ
に
は
か
れ
の
構
想
を
実
現
す
る
可
能
性
が
あ
た
え
ら
れ
た
か
の
観
を
呈
し
た
。
と
こ
ろ
で
戦
線
は
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

導
者
を
政
府
に
お
く
り
こ
ん
だ
後
、
内
部
対
立
が
深
刻
化
し
て
き
た
こ
と
と
も
関
連
し
て
活
動
を
停
止
し
て
し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
戦
線
路

線
の
遂
行
は
シ
ー
レ
に
一
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
我
々
も
し
ば
ら
く
か
れ
の
農
業
旧
庵
に
焦
点
を
絞
ろ
う
。

　
①
　
シ
ー
レ
の
四
月
法

　
か
れ
は
四
月
八
日
つ
ぎ
の
よ
う
な
農
業
プ
ラ
ン
を
閣
議
に
出
し
た
。
ω
主
要
穀
物
の
関
税
決
定
権
を
食
糧
相
に
賦
与
　
②
ラ
イ
麦
粉
の
小
麦

粉
へ
の
混
合
義
務
　
㈲
家
畜
・
畜
産
品
・
馬
鈴
薯
製
品
へ
の
輸
入
証
明
制
の
適
用
　
ω
輸
入
証
明
の
価
値
を
関
税
の
高
さ
に
あ
わ
せ
変
更
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

権
限
を
食
糧
相
に
賦
与
　
㈲
ベ
ー
コ
ン
・
ラ
…
ド
・
豚
・
獣
脂
・
鶏
卵
・
牛
乳
等
の
関
税
引
き
上
げ
　
⑥
無
関
税
冷
凍
肉
輸
入
の
禁
止
。
要
す

る
に
こ
れ
は
、
前
食
糧
相
の
は
た
せ
な
か
っ
た
穀
物
保
護
の
た
め
の
関
税
決
定
権
の
獲
得
を
中
心
に
、
農
民
醇
化
経
済
へ
の
保
護
の
拡
大
要
求

で
色
ど
り
を
そ
え
た
も
の
で
あ
る
。
閣
議
に
お
い
て
、
関
税
・
輸
入
証
明
関
係
の
権
限
が
食
糧
相
に
で
は
な
く
政
府
権
限
に
変
更
さ
れ
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

無
関
税
冷
凍
肉
輸
入
の
禁
止
規
定
が
若
干
修
正
さ
れ
た
の
ち
、
こ
れ
は
与
党
提
案
と
し
て
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。

　
さ
て
シ
ー
レ
の
草
案
が
提
出
さ
れ
た
と
き
か
ら
、
工
業
・
商
業
界
お
よ
び
労
働
組
合
は
こ
れ
を
激
し
く
批
判
し
て
い
た
。
工
業
側
は
前
述
し

た
よ
う
に
三
月
時
点
か
ら
緑
色
戦
線
と
対
立
し
て
い
た
が
、
四
月
八
日
に
ド
イ
ツ
工
業
金
国
同
盟
は
シ
ー
レ
草
案
批
判
の
詳
網
な
覚
え
書
き
を

政
府
に
手
渡
し
た
。
そ
れ
は
反
対
派
の
論
点
を
す
べ
て
ふ
く
ん
で
い
る
の
で
紹
介
し
よ
う
。
ω
関
税
率
の
無
制
限
な
操
作
は
国
内
市
場
お
よ
び

通
商
関
係
を
不
安
定
に
す
る
。
②
輸
入
証
明
の
価
値
の
引
き
上
げ
は
、
生
産
費
の
騰
貴
を
ま
ね
く
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
の
農
産
物
を
安
価
に

輸
出
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
海
外
の
競
争
国
に
醇
化
生
産
物
の
生
産
費
の
人
為
的
低
廉
化
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
産
品
が
競
争
で

き
な
い
ほ
ど
の
低
廉
な
農
産
物
を
ド
イ
ツ
に
輸
出
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
㈹
下
関
税
引
き
上
げ
、
（
無
関
税
）
冷
凍
肉
輸
入
割
当
の
廃
止
等
の
醇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

化
製
品
の
輸
入
制
限
は
通
商
関
係
を
困
難
に
し
舞
浜
関
税
の
危
険
を
も
た
ら
す
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
関
税
操
作
権
を
政
府
に
委
譲
す
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る
こ
と
に
つ
い
て
は
一
雷
も
な
い
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
畜
産
・
酪
農
製
品
の
関
税
引
き
上
げ
に
と
く
に
反
対
の
姿
勢
が
強
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
農
外
組
織
か
ら
の
批
判
に
対
し
、
農
業
関
連
政
党
た
る
民
主
党
は
、
こ
れ
が
難
儀
農
業
の
犠
牲
に
よ
る
大
土
地
所
有
の
援
助
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

る
こ
と
に
遺
憾
の
意
を
表
わ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
結
局
、
財
政
関
係
法
案
で
右
翼
の
支
持
を
必
要
と
し
た
た
め
、
民
主
党
を
ふ
く
む
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
政
党
が
議
会
で
は
法
案
支
持
に
ま
わ
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
可
決
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
四
月
一
五
日
法
）
。
そ
れ
は
畜
産
・
酪
農
製
品
へ
の
関

税
引
き
上
げ
を
も
ふ
く
ん
で
い
た
た
め
、
す
べ
て
の
戦
線
系
政
党
の
支
持
を
得
た
と
は
い
え
、
そ
の
最
大
の
受
益
者
は
穀
物
を
生
産
す
る
大
土

地
所
有
者
で
あ
ろ
う
。
シ
ー
レ
の
こ
の
成
果
に
全
国
農
村
同
盟
は
も
と
よ
り
、
東
部
諸
州
の
農
業
会
議
所
所
長
が
連
名
で
謝
意
を
表
し
た
と
き
、

中
小
農
民
を
基
盤
と
し
た
オ
ー
バ
ー
・
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ン
農
業
会
議
所
所
長
が
そ
こ
に
名
を
つ
ら
ね
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
こ
れ
を
端
的
に
物

　
　
　
　
⑧

語
っ
て
い
る
。

　
シ
ー
レ
は
こ
の
と
き
政
府
に
与
え
ら
れ
た
全
権
委
任
法
に
よ
っ
て
関
税
を
再
度
引
き
上
げ
、
わ
ず
か
五
ケ
月
余
り
後
の
十
月
宋
に
は
ト
ン
当

り
関
税
は
、
小
麦
二
五
〇
マ
ル
ク
、
ラ
イ
麦
　
五
〇
マ
ル
ク
、
大
麦
一
二
〇
マ
ル
ク
に
達
し
た
。
小
麦
関
税
を
例
に
と
れ
ば
、
こ
の
関
税
額
は

国
内
小
麦
価
格
と
同
額
で
、
世
界
市
場
価
格
の
二
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
達
し
て
い
た
。
シ
ー
レ
は
そ
の
他
に
、
ラ
イ
麦
市
場
支
持
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
資
金
援
助
・
製
粉
強
制
率
の
引
き
上
げ
あ
る
い
は
馬
鈴
薯
加
工
品
の
販
亮
促
進
に
資
金
援
助
等
々
を
な
し
た
。
こ
う
し
た
政
策
に
も
か
か
わ

ら
ず
農
産
物
価
格
指
数
は
、
一
九
二
八
…
二
九
年
度
を
一
〇
〇
と
し
た
ば
あ
い
、
一
九
三
〇
一
三
一
年
に
は
小
麦
は
一
二
〇
へ
上
昇
し
た
の
に

対
し
、
ラ
イ
麦
は
八
六
に
低
下
し
た
。
も
と
よ
り
ラ
イ
麦
価
格
は
下
落
し
た
と
は
い
え
、
世
界
市
場
価
格
よ
り
は
る
か
に
高
い
と
こ
ろ
に
あ
っ

た
。
さ
ら
に
目
を
ひ
く
の
は
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
価
格
の
安
定
し
て
い
た
酪
農
・
畜
産
品
価
格
の
下
落
で
あ
る
。
た
と
え
ば
同
じ
時
指
数
は
牛

が
九
六
に
、
バ
タ
；
が
七
六
に
低
下
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
シ
ー
レ
の
農
業
政
策
へ
の
不
満
が
高
ま
り
、
緑
色
戦
線
の
再
結
集
に
い

た
る
の
で
あ
る
。
も
う
一
度
農
業
諸
組
織
の
動
向
に
目
を
転
じ
よ
う
。

　
②
　
緑
色
戦
線
の
再
結
集

　
緑
色
戦
線
が
穀
物
利
害
擁
護
の
姿
勢
を
強
く
押
し
出
し
、
政
府
が
こ
れ
に
譲
歩
し
て
飼
料
低
関
税
を
放
棄
し
た
二
九
年
一
二
月
末
時
点
か
ら
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北
西
部
の
農
民
の
間
に
激
し
い
政
府
批
判
の
声
が
あ
が
っ
た
。
す
な
わ
ち
か
れ
ら
は
外
国
産
飼
料
を
基
礎
に
養
豚
・
酪
農
業
を
営
ん
で
お
り
、

低
廉
な
外
国
産
飼
料
を
変
性
ラ
イ
麦
で
代
用
す
る
こ
と
は
、
経
費
お
よ
び
飼
料
と
し
て
の
適
性
面
か
ら
不
可
能
で
あ
っ
た
。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク

の
元
首
相
で
、
先
述
し
た
よ
う
に
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
の
政
策
に
反
対
し
て
脱
党
し
た
タ
ン
ツ
ェ
ン
は
、
こ
う
し
た
北
西
部
農
民
と
と
も
に
三
十
年

春
、
　
「
農
民
醇
化
労
働
経
済
同
盟
」
（
≦
算
ω
。
げ
巴
漬
く
Φ
暑
p
註
注
目
げ
習
Φ
厳
。
げ
①
く
①
器
α
①
ぼ
鵠
α
Q
ω
錠
げ
。
搾
）
を
設
立
し
た
。
こ
の
組
織
は
、
農
業
恐
慌

の
克
服
策
を
消
費
に
適
合
し
た
製
品
の
標
準
化
・
品
質
生
産
に
み
、
当
面
の
目
標
を
と
う
も
ろ
こ
し
専
売
の
廃
止
、
飼
料
大
麦
・
と
う
も
ろ
こ

し
関
税
の
引
き
下
げ
に
お
い
た
。
そ
れ
は
現
在
の
農
業
政
策
を
一
面
的
な
穀
価
引
き
上
げ
策
と
批
判
し
、
過
重
負
債
を
お
い
旧
式
の
経
営
形
態

を
固
執
す
る
大
経
営
を
い
つ
ま
で
も
ひ
き
つ
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
、
農
業
政
策
の
課
題
で
は
あ
り
え
ず
、
か
つ
そ
れ
は
植
民
を
志
望
す
る
農
民
子

弟
の
利
害
を
顧
慮
し
て
い
な
い
と
言
う
。
東
エ
ル
ベ
の
大
農
業
家
と
農
民
と
の
間
よ
り
も
都
市
消
費
者
と
農
民
と
の
間
に
ヨ
リ
密
な
利
害
紐
帯

が
存
在
す
る
と
み
、
当
面
こ
の
線
で
の
啓
蒙
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
組
織
が
誕
生
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
緑
色
戦
線
を
構
成

し
た
組
織
の
う
ち
、
ド
イ
ツ
農
民
組
合
下
部
組
織
の
大
部
分
、
農
民
連
盟
連
合
所
属
の
北
西
部
組
織
（
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ハ
ノ
ー
バ
ー
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
）
お
よ
び
全
国
農
村
同
盟
の
一
部
が
こ
こ
に
合
流
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
反
穀
物
政
策
・
反
ユ
ン
カ
ー
の
旗
幟
鮮
明
な
組
織
が
誕
生
す
る
一
方
、
四
月
段
階
に
は
シ
ー
レ
の
政
策
を
支
持
し
た
陣
営
か
ら

も
反
シ
ー
レ
の
声
が
高
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
九
月
選
挙
で
の
ナ
チ
ス
の
大
勝
に
触
発
さ
れ
て
ラ
デ
ィ
カ
ル
化
し
た
全
国
農
村
同

盟
に
お
い
て
、
シ
ー
レ
の
政
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
ラ
イ
麦
価
格
が
低
迷
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
食
糧
相
の
政
策
は
不
十
分
と
い
う
声
が
あ
が

っ
た
。
シ
…
レ
は
こ
れ
ま
で
同
盟
の
議
長
を
も
兼
任
し
て
い
た
が
、
退
陣
要
求
に
お
さ
れ
十
月
一
一
日
議
長
職
を
カ
ル
ク
ロ
イ
ツ
伯
に
譲
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

後
者
の
も
と
で
こ
の
組
織
は
さ
ら
に
右
傾
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
た
、
農
業
恐
慌
が
畜
産
・
酪
農
分
野
に
波
及
し
た
た
め
、
農
民
は
二
重

の
打
撃
を
う
け
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
穀
価
の
高
騰
に
つ
れ
飼
料
価
格
が
世
界
市
場
価
格
の
二
倍
以
上
に
は
ね
あ
が
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
か
れ
ら
の
生
産
物
の
関
税
は
低
く
お
さ
え
ら
れ
て
、
畜
産
・
酪
農
製
品
価
格
は
世
界
市
場
価
格
と
と
も
に
下
落
し
た
の
で
あ
り
、
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

も
農
民
は
安
価
な
飼
料
に
よ
る
安
価
な
外
国
商
品
と
の
競
争
状
態
に
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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か
く
し
て
ラ
イ
麦
保
護
の
強
化
を
要
請
す
る
組
織
と
農
民
醇
化
農
業
へ
の
保
護
を
要
請
す
る
組
織
と
が
再
度
戦
線
を
結
成
し
た
。
し
か
し
第

一
次
の
戦
線
が
一
応
全
ド
イ
ツ
的
規
模
の
農
業
者
の
結
集
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
第
二
次
の
そ
れ
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
た
。
ま
ず
戦
線
の
弱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

い
環
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
農
民
組
合
が
分
裂
し
、
そ
の
う
ち
の
バ
イ
エ
ル
ン
農
民
同
盟
の
み
が
戦
線
に
加
わ
っ
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
他
の
組
織

に
つ
い
て
も
北
西
ド
イ
ツ
の
下
部
機
関
は
戦
線
と
対
立
し
た
「
経
済
同
盟
偏
に
移
行
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
第
二
次
戦
線
は
北
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

部
を
除
く
農
業
者
の
結
集
で
あ
っ
た
。
戦
線
は
一
一
月
は
じ
め
「
テ
ン
ポ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
政
権
に
対
決
し
た
の
で
あ
る
。

一
一
、
月
六
日
に
穀
物
経
済
領
域
で
の
従
来
の
措
置
の
完
成
の
た
め
の
提
案
お
よ
び
畏
民
農
業
の
保
護
の
た
め
の
提
案
を
政
府
に
出
し
た
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

始
ま
り
、
同
月
二
七
日
に
は
農
業
統
一
税
に
対
す
る
強
い
懸
念
と
農
民
農
業
保
護
の
不
十
分
さ
を
示
し
た
書
簡
を
首
相
に
提
出
し
た
。
こ
の
要

請
に
対
し
直
後
の
＝
一
月
一
日
、
大
統
領
の
緊
急
条
令
に
よ
っ
て
大
麦
関
税
は
ト
ン
当
り
一
二
〇
マ
ル
ク
か
ら
一
八
○
マ
ル
ク
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
そ
の
結
果
こ
の
関
税
は
国
内
飼
料
大
麦
価
格
と
同
額
、
世
界
市
場
価
格
の
二
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
＝
】
月
五
日
、
緑
色
戦
線
は
こ
の
緊
急
条
令
に
つ
い
て
そ
れ
が
穀
作
の
漸
進
的
改
善
の
た
め
に
は
適
当
で
あ
る
と
は
い
え
、
農
民
醇
化
農
業

を
ほ
と
ん
ど
顧
慮
し
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
し
、
酪
農
・
畜
産
・
野
菜
・
果
実
お
よ
び
ぶ
ど
う
栽
培
の
領
域
へ
の
従
来
の
農
業
措
置
の
適
用
を

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

要
請
し
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
時
期
に
入
る
と
戦
線
は
、
穀
物
の
保
護
で
は
な
く
農
民
醇
化
製
品
の
価
格
引
き
上
げ
要
求
に
目
標
を
移

し
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
新
方
針
は
構
成
組
織
す
べ
て
の
支
持
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
二
九
年
に
は
穀
物
の
保
護
を
執
拗
に
追
求

し
た
農
業
評
議
会
会
長
の
ブ
ラ
ン
デ
ス
は
、
戦
線
の
目
標
が
穀
物
へ
の
措
置
と
同
じ
も
の
を
醇
化
農
業
の
た
め
に
獲
得
す
る
こ
と
に
あ
る
と
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

明
し
、
ヘ
ル
メ
ス
の
率
い
る
農
民
連
盟
連
合
あ
る
い
は
農
業
会
議
所
も
戦
線
の
新
方
針
に
そ
う
決
議
を
出
し
て
い
る
。
で
は
最
大
の
組
織
た
る

全
国
農
村
同
盟
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
議
長
カ
ル
ク
ロ
イ
ツ
伯
は
戦
線
の
重
点
移
行
を
示
し
た
＝
一
月
の
声
明
に
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
。
し
か

し
同
じ
時
点
で
の
同
盤
独
自
の
声
明
は
、
一
二
月
条
令
が
東
部
援
助
の
た
め
に
も
、
ラ
イ
麦
・
馬
鈴
薯
耕
作
援
助
の
た
め
に
も
不
十
分
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
激
し
く
抗
議
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
ユ
ン
カ
ー
利
害
の
擁
護
が
露
骨
で
あ
る
。
こ
の
同
盟
は
以
後
、
一
面
で
戦
線
の
構
成
分
肢
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

し
て
行
動
し
、
他
面
で
ま
す
ま
す
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
独
自
の
活
動
を
展
開
し
「
農
業
職
業
身
分
の
代
表
と
見
な
さ
れ
が
た
く
」
な
っ
て
い
く
の
で
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あ
る
。
同
組
織
の
こ
の
よ
う
な
矛
証
し
た
動
き
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
で
き
よ
う
。
一
つ
は
農
村
で
の
ナ
チ
ス
と
の
競
争
に
耐
え
る
た
め
に
ラ

デ
ィ
カ
ル
化
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
一
つ
は
先
述
し
た
よ
う
に
こ
こ
に
は
ユ
ン
カ
ー
翼
と
同
時
に
西
部
・
中
部
の
農
民
翼
が
存
在
し
た
こ

と
で
あ
る
。
両
翼
の
対
立
は
一
一
月
の
カ
ル
ク
ロ
イ
ッ
伯
の
議
長
再
任
い
ら
い
激
し
さ
を
加
え
、
政
治
的
に
も
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
支
持
の
農
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

民
党
派
と
反
体
制
的
な
国
家
人
民
党
お
よ
び
そ
れ
に
つ
ら
な
る
右
翼
派
と
に
分
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
カ
ル
ク
ロ
イ
ッ
は
農
民
翼
を
切
り
す
て

な
い
か
ぎ
り
か
れ
ら
の
要
求
を
無
視
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
緑
色
戦
線
へ
の
消
極
的
参
加
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
か
れ
は
戦
線
の
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

結
集
に
あ
た
り
こ
れ
を
ユ
ン
カ
ー
利
害
の
追
求
に
、
ひ
い
て
は
右
翼
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
基
盤
に
利
用
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
が
、
他
の
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
反
対
に
あ
っ
て
そ
れ
に
は
失
敗
し
、
か
れ
自
身
は
戦
線
へ
の
関
心
を
失
な
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
こ
れ
が
第
二
次
戦
線
の
戦
力
を

弱
め
た
一
因
と
言
っ
て
よ
い
。

　
さ
て
そ
れ
で
は
緑
色
戦
線
の
こ
の
よ
う
な
運
動
方
針
の
変
化
に
対
し
食
糧
栢
シ
ー
レ
の
方
針
は
ど
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。
か
れ
は
大
晦
日
の

ラ
ジ
オ
放
送
に
お
い
て
、
農
業
政
策
の
課
題
を
東
部
援
助
政
策
と
農
産
物
価
格
政
策
に
お
き
、
後
者
に
つ
い
て
穀
価
は
従
前
の
措
置
に
よ
っ
て

一
応
安
定
し
た
の
に
対
し
畜
産
・
酪
農
経
済
で
恐
慌
が
き
ざ
し
て
い
る
の
で
こ
れ
を
世
界
市
場
の
価
格
崩
壊
か
ら
保
護
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
食
糧
相
は
価
格
政
策
に
お
い
て
戦
線
の
要
求
と
一
致
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
シ
ー
レ
は
食
糧
相
就

任
い
ら
い
畜
産
・
酪
農
業
分
野
に
つ
い
て
無
策
で
あ
っ
た
の
で
は
な
ぐ
、
牛
乳
法
・
商
品
等
級
別
法
等
の
制
定
に
よ
っ
て
そ
の
標
準
化
・
品
質

生
産
を
法
的
に
支
え
、
ま
た
長
ら
く
争
点
に
な
っ
て
い
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
通
商
条
約
の
改
訂
に
よ
っ
て
バ
タ
ー
関
税
を
五
〇
マ
ル
ク
に
引

き
上
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
代
価
と
し
て
三
国
か
ら
の
従
来
の
輸
入
量
の
三
倍
に
あ
た
る
酪
農
製
品
を
同
国
に
有
利
な
価
格
で
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
た
め
、
酪
農
製
贔
市
場
が
改
善
さ
れ
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
シ
ー
レ
は
一
九
三
〇
年
末
か
ら
緑
色
戦
線
の
掩
護
を
う
け
、
農
民
農
業
の
価
格
保
護
政
策
に
と
り
く
む
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば

か
れ
は
四
聖
綱
領
の
価
格
引
き
上
げ
路
線
の
う
ち
い
ま
だ
果
さ
れ
て
い
な
い
部
分
の
実
現
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
れ
が
畜
産
・

酪
農
製
品
・
鶏
卵
・
園
芸
品
・
木
材
等
の
関
税
引
き
上
げ
あ
る
い
は
通
商
条
約
の
解
約
告
知
や
修
正
を
閣
議
に
要
講
ず
る
た
び
に
、
か
れ
は
閣
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㊧

議
の
反
対
、
ひ
い
て
は
輪
出
関
連
企
業
お
よ
び
消
費
老
利
害
の
反
対
に
つ
き
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
工
業
側
は
美
妙
引
き
上
げ
段
階

で
は
戦
線
を
支
持
し
た
が
、
農
酪
製
品
関
税
の
問
題
に
な
る
と
戦
線
と
真
向
か
ら
対
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
労
働
者
賃
金
の
騰
貴
よ
り

も
む
し
ろ
、
醇
化
農
業
製
品
が
大
抵
通
商
条
約
に
よ
っ
て
低
関
税
に
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
の
改
訂
に
よ
っ
て
関
係
諸
国
、
と
く
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
反
発
を
招
く
こ
と
を
怖
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
実
際
に
三
〇
年
八
月
に
は
ド
イ
ツ
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
皿
バ
タ
ー
協
定
を
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ぐ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
等
で
ド
イ
ツ
商
贔
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
が
お
こ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
工
業
側
は
価
格
引
き
上
げ
で
は
な
く
生
産
費
引

き
下
げ
・
販
売
組
織
の
改
善
等
に
よ
る
農
業
挿
金
化
と
い
う
路
線
を
う
ち
出
し
た
の
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
工
業
側
は
一
面
で
は
相
対
的
安
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

期
の
路
線
に
立
ち
帰
っ
た
の
で
あ
る
。
他
面
で
そ
れ
は
東
部
援
助
政
策
に
よ
っ
て
ユ
ン
カ
ー
と
の
連
携
を
強
め
る
が
そ
れ
は
後
述
し
よ
う
。
ま

た
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
の
デ
フ
レ
政
策
と
も
関
連
し
て
、
三
〇
年
一
一
月
頃
か
ら
食
糧
宇
高
価
格
に
対
す
る
激
し
い
攻
撃
が
都
市
消
費
者
の
間
か

　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ら
で
て
い
た
の
で
あ
り
、
食
糧
品
価
格
騰
貴
に
通
じ
る
と
目
さ
れ
る
農
産
物
関
税
引
き
上
げ
は
、
こ
こ
で
も
反
対
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
畜
産
・
酪
農
製
品
価
格
の
崩
壊
、
五
～
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
の
農
民
経
営
で
強
制
競
売
が
最
多
と
い
う
状
況
下
に
、
シ
ー
レ
は
と
も
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

農
民
醇
化
生
産
物
へ
の
ス
ラ
イ
ド
制
関
税
の
導
入
を
ふ
く
む
農
業
提
案
に
つ
い
て
二
月
下
旬
、
閣
議
の
了
承
を
得
た
。
シ
ー
レ
は
こ
う
し
た
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

案
を
緊
急
条
令
に
よ
っ
て
実
施
に
移
す
こ
と
を
意
図
す
る
が
、
政
府
は
そ
れ
を
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
か
く
し
て
か
れ
は
二
月

二
四
臼
の
議
会
で
農
業
へ
の
援
助
提
案
を
説
明
す
る
は
こ
び
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
緑
色
戦
線
や
シ
ー
レ
の
目
標
か
ら
す
れ
ば
大
幅
に
譲
歩
し
た

内
容
で
あ
り
、
ラ
イ
麦
作
付
制
限
の
た
め
の
全
国
耕
作
計
画
、
土
地
改
良
貸
付
金
の
利
子
軽
減
期
問
の
延
長
、
販
売
改
革
の
た
め
の
標
準
法
の

遂
行
、
西
南
ド
イ
ツ
の
農
民
堆
黒
林
業
援
助
の
た
め
の
国
産
木
材
使
用
促
進
案
、
政
府
の
穀
物
関
税
決
定
権
の
延
長
お
よ
び
他
の
農
林
業
分
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

で
の
関
税
決
定
権
の
政
府
委
譲
等
か
ら
成
っ
て
い
た
。
審
議
の
な
か
で
社
会
民
主
党
は
こ
れ
が
農
民
政
策
で
あ
り
え
ず
ま
た
輸
出
を
危
険
に
す

る
と
い
う
理
由
か
ら
反
対
し
、
共
産
党
は
シ
ー
レ
を
飢
餓
共
和
国
の
食
糧
大
臣
と
名
づ
け
、
そ
の
政
策
を
小
農
の
犠
牲
で
大
土
地
所
有
の
み
を

健
全
化
す
る
と
反
対
し
た
。
そ
れ
に
対
し
中
央
党
・
バ
イ
エ
ル
ン
人
民
党
・
農
民
党
は
法
案
を
全
面
的
に
支
持
し
、
ブ
ェ
ー
ア
は
関
税
変
更
権

が
食
糧
稲
に
で
は
な
く
政
府
に
あ
る
こ
と
を
遣
憾
と
し
た
の
ち
、
　
「
南
ド
イ
ツ
農
業
は
シ
ー
レ
相
の
う
ち
に
そ
の
腹
親
の
友
を
み
る
」
と
。
ま
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た
キ
リ
ス
ト
教
社
会
民
衆
奉
仕
団
や
経
済
党
も
政
府
案
を
支
持
し
、
人
民
党
は
さ
し
あ
た
り
態
度
を
保
留
し
た
。
し
た
が
っ
て
シ
…
レ
案
は
中

間
諸
党
の
支
持
を
得
た
も
の
の
な
お
過
半
数
の
支
持
を
得
ず
、
国
家
人
民
党
の
動
き
が
鍵
を
に
ぎ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
国
家
人
民
党

と
ナ
チ
党
は
ヤ
ン
グ
議
会
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
て
い
た
。
そ
こ
で
シ
ー
レ
は
全
国
農
村
同
盟
を
通
し
同
党
を
議
会
に
呼
び
も
ど
す
よ
う
工
作
す
る

が
失
敗
し
、
そ
の
間
に
社
会
民
主
党
提
案
に
よ
る
無
関
税
冷
凍
肉
の
五
万
ト
ン
輸
入
お
よ
び
パ
ン
に
ラ
イ
麦
粉
の
混
入
を
義
務
づ
け
た
パ
ン
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
修
正
案
が
可
決
さ
れ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
生
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
前
者
は
畜
産
農
保
護
の
た
め
一
度
廃
止
さ
れ
、
後
者
は
ラ
イ
麦
消
費
を
高
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

る
た
め
設
け
ら
れ
た
法
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
紆
余
曲
折
を
経
て
三
月
二
八
日
置
農
業
関
係
法
案
は
人
民
党
の
支
持
を
得
て
可
決
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
政
府
の
穀
物
関
税
権
は
一

年
延
長
さ
れ
、
さ
ら
に
政
府
の
関
税
決
定
権
は
、
他
の
動
物
性
・
植
物
性
農
産
物
お
よ
び
食
糧
品
・
嗜
好
品
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

し
た
が
っ
て
以
後
、
緑
色
戦
線
は
三
月
二
八
日
置
で
政
府
に
与
え
ら
れ
た
権
限
を
行
為
に
移
さ
せ
る
よ
う
働
き
か
け
、
シ
…
レ
も
こ
の
方
向
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

閣
議
に
働
き
か
け
る
が
望
ま
し
い
成
果
を
み
ず
、
三
二
年
は
じ
め
に
や
っ
と
ト
ン
当
り
パ
タ
ー
関
税
が
八
六
マ
ル
ク
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
で

あ
る
が
、
畜
産
・
酪
農
製
品
に
つ
い
て
の
保
護
は
こ
こ
ま
で
で
あ
り
、
要
求
の
う
ち
実
現
さ
れ
る
の
は
穀
物
保
護
の
み
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
つ
ぎ
は
一
時
人
の
論
文
の
一
節
で
あ
る
。
東
エ
ル
ベ
の
大
土
地
所
有
の
危
機
か
ら
漸
次
農
業
危
機
に
い
た
っ
た
。
緑
色
戦
線
の
願
望

に
応
じ
た
関
税
の
絶
え
ま
な
い
引
き
上
げ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我
々
は
こ
の
半
年
に
島
島
を
例
外
と
し
て
い
ま
だ
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
ほ
ど

の
農
産
物
価
格
の
崩
壊
を
経
験
し
た
。
牛
・
豚
・
牛
乳
・
バ
タ
ー
・
卵
・
野
菜
等
は
漸
次
自
由
貿
易
諸
国
の
価
格
に
接
近
し
て
い
る
。
ス
ラ
イ

ド
欄
関
税
に
よ
っ
て
穀
物
を
世
界
市
場
価
格
の
二
～
三
倍
に
高
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
あ
と
、
い
わ
ゆ
る
畜
産
・
醇
化
農
業
の
価
格
を
人
は
同

じ
方
法
で
高
め
よ
う
と
試
み
る
つ
も
り
で
あ
る
。
何
故
な
ら
穀
価
と
と
も
に
飼
料
価
格
が
上
昇
し
た
の
で
、
家
畜
飼
育
は
も
は
や
レ
ン
テ
を
も

た
ら
さ
な
い
の
で
あ
る
。
他
面
こ
の
冬
失
業
者
は
三
百
万
人
に
の
ぼ
り
、
大
衆
購
買
力
は
低
下
し
て
い
る
。
農
業
へ
の
国
家
援
助
は
年
四
十
億

％
ル
ク
に
達
す
る
け
れ
ど
も
、
　
「
農
業
救
済
」
を
も
と
め
る
要
求
が
つ
ね
に
新
た
に
掲
げ
ら
れ
、
農
業
政
策
は
ふ
く
ろ
小
路
に
お
ち
い
り
、
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ー
レ
も
ま
た
以
前
の
味
方
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
。
こ
れ
は
一
九
三
一
年
夏
の
状
況
を
描
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ブ
リ
ュ
ー
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ニ
ン
グ
政
権
の
崩
壊
時
点
ま
で
同
じ
状
況
が
続
く
の
で
あ
る
。

・
緑
色
戦
線
と
そ
の
路
線
に
そ
っ
た
シ
…
レ
に
は
、
一
九
二
九
年
に
農
業
政
策
を
大
き
く
転
換
さ
せ
た
よ
う
な
カ
は
も
は
や
な
く
、
か
れ
ら
は

孤
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
を
も
っ
て
ブ
リ
ュ
…
ニ
ン
グ
政
権
が
反
農
業
の
立
場
に
ま
わ
っ
た
の
で
は
な
く
、
周
知
の
よ
う
に
同
政

権
下
に
お
い
て
は
デ
フ
レ
政
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
部
援
助
政
策
が
大
々
的
に
遂
行
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
政
策
を
め
ぐ
る
動
き
を
お
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
第
二
次
緑
色
戦
線
の
位
概
を
も
う
少
し
鮮
明
に
し
て
お
こ
う
。
二
九
年
の
結
成
時
点
か
ら
戦
線
は
農
業
政
策
の
課
題
を
東
部
援
助

政
策
と
価
格
引
き
上
げ
政
策
に
み
、
前
者
に
つ
い
て
は
各
組
織
の
飼
別
行
動
に
ゆ
だ
ね
、
後
者
に
焦
点
を
あ
わ
せ
て
穀
価
引
き
上
げ
か
ら
畜

産
・
酪
農
製
品
価
格
引
き
上
げ
要
求
へ
と
運
動
を
展
開
し
、
そ
の
結
果
三
一
年
二
月
に
入
る
と
畜
産
・
酪
農
製
品
へ
の
ス
ラ
イ
ド
制
関
税
の
導

入
が
現
実
性
を
お
び
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
時
点
で
ド
イ
ツ
工
業
全
国
同
盟
は
東
部
援
助
計
画
の
早
急
な
る
遂
行
を
支
持
す
る

声
明
を
出
し
た
。
そ
こ
で
同
盟
は
、
東
部
に
お
い
て
大
土
地
所
有
は
経
済
的
価
価
を
も
つ
と
い
う
観
点
に
立
ち
、
植
民
の
大
規
模
な
実
施
と
同

時
に
、
大
土
地
所
有
は
中
小
農
と
並
ん
で
維
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
た
と
え
工
業
が
農
業
醇
化
生
産
物
へ
の
関
税
の
引
き
上
げ
に
反
対
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
も
、
農
工
の
協
働
の
み
が
ド
イ
ツ
経
済
の
発
展
を
促
進
す
る
と
述
べ
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
識
者
の
間
で
東
部
の
ラ
イ
菱
危
機
は
東
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

大
経
営
の
縮
小
に
よ
っ
て
の
み
解
決
さ
れ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
と
き
、
工
業
側
は
反
緑
色
戦
線
の
立
場
を
鮮
明
に
し
、
ユ
ン
カ
ー
の
意
義
を

強
調
し
ユ
ン
カ
ー
と
の
提
携
の
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
緑
色
戦
線
は
三
一
年
一
一
月
、
東
部
援
助
が
転
機
を
む
か
え
そ
れ
が

「
保
全
措
置
緊
急
令
」
に
よ
っ
て
ユ
ン
カ
ー
階
級
の
保
護
に
収
束
さ
れ
て
い
く
と
き
、
唯
一
度
こ
の
問
題
で
統
一
行
動
を
と
っ
た
。
す
な
わ
ち

条
令
発
布
の
二
日
後
、
ブ
ラ
ン
デ
ス
ら
農
業
代
表
者
は
、
西
部
や
南
部
の
農
民
か
ら
の
容
赦
な
い
税
金
取
立
て
が
続
き
、
そ
の
結
果
強
制
競
売

ま
で
惹
き
お
こ
さ
れ
、
加
え
て
農
民
醇
化
農
業
へ
の
な
ん
ら
の
保
護
策
も
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
の
に
、
こ
う
し
た
個
別
的
な
東
部
援
助
に
は
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

力
で
き
な
い
と
、
大
統
領
が
議
会
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
重
視
し
て
い
た
経
済
諮
問
委
員
会
を
脱
退
し
た
。
こ
の
と
き
戦
線
は
こ
れ
を
全
面
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
支
持
す
る
声
明
文
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
第
二
次
戦
線
は
農
民
的
性
格
を
強
め
、
ユ
ン
カ
ー
保
護
の
東
部
援
助
政
策
に
反
対
の
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

場
を
明
白
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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㊦
σ
μ
這
G
。
ド
ズ
戸
誤
O
点
認
。

⑭
頃
N
層
培
◆
男
・
鐸
」
Φ
ω
押
目
圏
」
窃
ω
－
目
ま
℃
b
。
。
。
■
周
。
げ
罫
お
ω
ど
客
μ
一
㎝
？
嵐
。
。
戸

　
心
・
冨
畔
旨
困
㊤
Q
o
鮮
匿
μ
μ
0
①
占
①
○
◎
．

⑳
　
無
関
税
冷
凍
肉
輸
入
の
再
許
可
が
農
民
に
い
か
に
大
き
な
衝
撃
を
あ
た
え
た
か
、

　
例
を
ひ
こ
う
。
三
月
四
日
ア
ル
ゴ
イ
農
民
同
盟
は
ケ
ン
プ
テ
ン
修
道
院
に
超
満
員

　
の
農
民
を
集
め
、
牛
乳
経
済
の
改
善
の
た
め
の
集
会
を
開
い
た
。
決
議
を
送
る
の
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緑色戦線とヴァイマル共和制期の農業政策（豊永）

　
で
は
な
く
、
南
ド
イ
ツ
か
ら
ベ
ル
リ
ン
へ
の
農
民
の
行
進
が
提
起
さ
れ
た
ほ
ど
で

　
あ
り
、
そ
の
さ
い
ナ
チ
党
函
興
は
冷
凍
肉
問
題
の
さ
い
の
同
党
の
態
庇
い
を
葬
難
さ
れ
、

　
ほ
と
ん
ど
発
雷
の
機
会
を
も
た
な
か
っ
た
（
悶
N
層
①
．
鑓
似
同
N
　
H
㊤
ω
一
．
り
朔
円
。
戸
刈
b
σ
一
↑
刈
心
）
。

　
な
お
両
法
案
は
参
議
院
で
否
決
さ
れ
、
実
施
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
（
凋
斜
慰
・

　
寓
鋒
N
お
ω
ど
雲
ド
お
磨
δ
ρ
N
窪
詳
9
σ
一
p
簿
層
ω
P
絶
望
σ
q
噂
噛
お
ω
鮒
ψ
峯
㎝
）
。

⑳
〉
．
し
ご
母
ヨ
。
閤
ざ
。
や
簿
二
ω
」
ド
①
層
男
N
b
9
ω
⑦
℃
什
L
O
し
。
押
切
円
凸
母
ω
鵡
H
伊

⑰
　
国
N
層
b
⊃
H
．
》
胃
■
お
ω
H
噛
累
μ
b
。
¢
一
－
卜
。
O
ω
．

⑱
）
切
斜
卜
。
．
諸
巴
δ
ω
ド
裟
鉾
毘
N
l
c
。
鐸
幽

⑲
　
悶
N
魑
＝
■
冒
＝
お
。
。
一
”
冥
H
．
8
刈
1
8
ρ

⑩
　
局
N
噛
目
9
男
。
ぼ
．
6
ω
押
宕
「
」
曽
－
目
卜
。
ω
．

⑳
た
と
え
ば
、
婿
N
噛
N
ω
■
累
。
〈
レ
露
ρ
累
H
亀
。
。
ヨ
賃
．
9
団
①
訂
．
ち
ω
ゲ
捧
■

　
㊤
G
Q
口
㊤
9

⑫
男
N
”
卜
。
ド
窯
。
〈
・
お
ω
ド
溜
り
。
。
Φ
？
。
。
O
。
。
．
東
部
援
助
政
策
に
つ
い
て
は
、
木
谷

　
勤
「
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
の
内
地
植
民
政
策
と
そ
の
失
脚
」
O
口
、
『
史
学
雑
誌
』
第

　
七
五
編
、
第
七
穴
編
、
昭
和
四
一
、
四
二
年
。
な
お
プ
ラ
ン
デ
ス
の
評
価
に
つ
い
て

　
は
氏
と
若
干
異
な
る
。
ブ
ラ
ソ
デ
ス
は
東
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ユ
ン
カ
ー
で
あ
り
、
ユ

展

望

　
ソ
カ
ー
簾
艦
護
の
立
場
に
立
つ
が
、
氏
も
⇔
の
五
　
頁
臨
証
一
七
に
記
さ
れ
て
い
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
う
に
、
そ
れ
は
農
業
生
産
の
担
い
手
と
し
て
の
ユ
ソ
カ
…
擁
護
で
あ
る
と
思
わ
れ

　
る
。
第
二
次
緑
色
戦
線
の
担
い
手
は
ブ
ラ
ソ
デ
ス
お
よ
び
ヘ
ル
メ
ス
と
考
え
る
が
、

　
ブ
ラ
ソ
デ
ス
は
こ
の
期
は
も
っ
ぱ
ら
農
民
経
済
擁
護
の
発
言
を
し
て
い
る
。
カ
ル

　
ク
ロ
イ
ツ
伯
よ
り
は
ブ
リ
ュ
三
二
ソ
グ
期
の
シ
ー
レ
に
近
く
、
筆
者
は
か
れ
の
う

　
ち
に
、
大
戦
前
の
カ
ー
ニ
ッ
ツ
と
は
異
な
る
大
戦
後
の
新
し
い
農
業
指
導
者
の
像

　
を
み
る
の
で
あ
る
。
ナ
チ
政
権
成
立
後
は
失
脚
し
て
い
る
。
ま
た
、
原
田
博
、
前

　
掲
論
文
、
一
九
五
頁
以
下
。

⑬
局
■
緊
鉱
。
冨
巳
叶
”
｝
巳
話
霧
喪
章
ヨ
。
ω
㍉
8
。
。
噂
ω
．
這
。
。
h
塵

⑭
　
ま
た
東
部
援
助
計
画
に
ふ
く
ま
れ
る
植
民
問
題
に
つ
い
て
も
統
；
戸
明
は
な
い
。

　
四
者
綱
領
で
も
植
民
政
策
の
項
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
き
わ
め
て
漠
然
と
し
た
も
の

　
に
終
っ
て
い
る
。
関
心
が
な
い
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
農
民
連
盟
連
合
は
三
大

　
目
標
の
一
つ
と
し
て
選
民
植
民
を
か
か
げ
、
現
実
に
植
民
転
業
を
す
す
め
て
い
た
。

　
つ
ま
り
植
民
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
構
成
組
織
間
の
対
立
が
深
刻
で
あ
る
た
め
、
戦

　
線
と
し
て
の
共
同
行
動
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
囲
三
畠
‘
Q
D
．
戸
お
し
H
N
司
N
讐

　
卜
。
ρ
男
①
訂
。
δ
ω
田
翁
μ
磁
令
一
Q
。
①
F
一
9
竃
ρ
♪
幽
一
〇
ω
ρ
属
μ
ω
㎝
刈
－
ω
＄
．

　
戦
後
の
混
乱
を
経
て
再
建
さ
れ
た
輸
出
優
先
型
の
ド
イ
ツ
経
済
に
お
い
て
、
農
業
政
策
は
一
面
で
は
外
に
市
場
を
開
い
て
低
農
産
物
価
格
政

策
を
す
す
め
つ
つ
、
他
面
自
国
農
業
に
は
集
約
化
・
合
理
化
に
よ
る
廉
価
な
農
産
物
生
産
を
奨
励
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
緑

色
戦
線
は
後
者
の
政
策
を
是
認
し
つ
つ
も
、
前
者
を
否
定
し
農
産
物
価
格
の
引
き
上
げ
を
、
外
国
農
産
物
に
対
す
る
自
国
農
産
物
の
保
護
を
、

こ
れ
こ
そ
が
後
老
の
前
提
で
あ
る
と
運
動
を
展
開
し
て
ゆ
く
。
そ
の
さ
い
綱
領
起
草
者
も
言
う
よ
う
に
、
戦
線
の
目
的
は
農
業
生
産
食
す
べ
て

で
は
な
く
、
収
益
性
の
あ
る
経
営
を
救
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
換
漏
す
れ
ば
相
対
的
安
定
期
の
集
約
化
・
合
理
化
政
策
に
そ
っ
て
経
営
の
改
善
を
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は
か
っ
て
き
た
部
分
が
、
農
業
恐
慌
に
よ
る
価
格
下
落
に
対
し
価
格
の
引
き
上
げ
を
要
求
し
て
戦
線
に
参
集
し
た
の
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
こ
の

層
が
第
一
次
大
戦
後
の
農
業
生
産
の
担
い
手
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
戦
線
の
要
求
の
う
ち
、
穀
価
引
き
上
げ
は
実
現
さ
れ
た
が
、
世
界
経
済
恐
慌

の
深
化
お
よ
び
戦
線
自
体
の
基
盤
の
脆
弱
化
と
も
関
連
し
て
畜
産
・
酪
農
品
価
格
の
引
き
上
げ
は
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
戦
線
の

活
動
の
受
益
者
は
穀
物
生
産
者
た
る
ユ
ン
カ
ー
の
一
部
と
大
農
に
と
ど
ま
っ
た
。
畜
産
・
酪
農
民
は
戦
線
の
推
進
者
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
戦
線
の
活
動
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
負
担
を
倍
増
さ
せ
た
。
つ
ま
り
穀
価
の
保
護
に
よ
っ
て
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
飼
料
用
穀
物
価
格

が
世
界
市
場
価
格
か
ら
か
け
は
な
れ
て
騰
貴
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
販
売
す
る
畜
産
・
酪
農
製
品
価
格
は
世
界
市
場
価
格
と
と
も
に
下
落
し

た
の
で
あ
っ
た
。
農
業
者
層
の
う
ち
こ
の
部
分
は
三
一
年
時
点
ま
で
、
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
政
権
を
支
持
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
同
政
権
が
か
れ

ら
の
期
待
に
応
じ
ず
、
反
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
の
姿
勢
の
ユ
ン
カ
…
保
護
に
ま
わ
っ
た
こ
と
の
影
響
は
大
き
い
。

　
最
後
に
緑
色
戦
線
路
線
か
ら
は
み
で
た
部
分
、
換
言
す
れ
ば
戦
後
の
生
産
構
造
の
変
化
に
対
芯
で
き
ず
没
落
し
て
い
く
部
分
の
動
向
に
言
及

し
て
お
こ
う
。
そ
の
一
つ
は
農
民
層
下
層
で
あ
る
。
こ
の
部
分
が
、
さ
き
に
触
れ
た
ラ
ン
ト
フ
ォ
ル
ク
運
動
の
担
い
手
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

そ
の
運
動
が
相
対
的
安
定
期
の
標
準
化
・
品
質
生
産
の
最
先
端
地
域
で
最
初
に
起
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
首
肯
で
き
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
層
が
、

ナ
チ
ス
左
派
あ
る
い
は
共
産
党
の
関
心
を
ひ
き
つ
け
た
部
分
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
は
み
出
た
層
は
ユ
ン
カ
ー
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
部
分
こ

そ
が
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
制
の
崩
壊
過
程
で
大
統
領
権
限
が
絶
対
的
に
な
る
に
つ
れ
、
東
部
援
助
で
保
護
を
う
け
た
都
尉
で
あ
り
、
こ
の
層
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

も
は
や
農
業
経
営
の
再
建
と
い
う
姿
勢
は
う
す
く
、
た
と
え
ば
再
度
の
イ
ン
フ
レ
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
が
ナ
チ
ス
右
派
と
結

び
つ
く
の
で
あ
る
。
右
翼
に
よ
る
共
和
制
反
対
の
一
連
の
動
き
あ
る
い
は
農
民
農
業
の
保
護
が
議
題
と
な
っ
た
議
会
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
事
件
を
想

起
さ
れ
た
い
。

　
（
）
　
司
N
噸
H
ド
・
○
一
（
鉾
H
⑩
ω
ド
讐
客
円
’
刈
㎝
日
一
『
α
㊤
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎞
鯉
徳
学
照
繭
妓
寧
劃
叡
省
μ
大
学
講
師
・

34　（208’）y



，，Gntne　Front“　und　Agrarpolitik　der　Weimarer　Republik

von

Y．　Toyonaga

　　Welchen　Weg　nahm　die　Agrarpolitik　tmd　unter　welchen　Umstanden

wurden　die　Landwirte　gesetzt，　nachdern　die　Agrarpolitik，　die　，，　Schutz

der　Getreide“　d．　h．　，，　Schutz　der　Junker“　bezweckt　hatte，　durch　die

Revolution　1918　zugrunde　gegangen　war？　Man　muB　zunachst　auf　diese

Frage　antworten，　wenn　man　Uber　die　Grttnde　fUr　die　Ausbreitung　des

Nationalsozialismus　auf　dem　Lande　aufl〈lareB　wird．　ln　diesem　Aufsatze

bin　ich　mich　mit　der　，，　Grknen　Front　“　beschaftigt，　um　die　oben　gesagten

Fragen　zu　beantworten．

　　Diese　Front　wurde　von　den　FUhrern　der　wirtschaftspolitischen　Spitzen－

organisationen　der　deutschen　Landwirtsclaaft　im　Februar　1929　gegrttndet．

Hier　saminelten　die　Landwirte　sich，　die　neben　der　lntensivierungs－und

Rationalisierungspolitik　nach　der　Markstabilisierung　gehen　kannten．　Unter

dem　Druck　der　Agrarkrise　einigten　sie　sich　Uber　die　Forderung　der

Preiserhdhungen　der　landwirtschaftlichen　Erzeugnisse　mittels　der　agrar－

politischen　MaBnahmen．　Es　gelang　der　ersten　Front，　die　nledrigere

Getreidepreispolitik　in　die　h6here蝕derエ1　zu　lassen．　Aber　wenn　die

zweite　Front　die　Preiserh6hung　der　Vieh一　und　Veredelungsprodul〈te

forderte，　hatte　sie　darUber　wenige　Erfolge，　wegen　der　Schwachung　der

Front　selbst，　und　der　Verscharfung　der　Weltwirtschaftsl〈rise．　Deshalb

wurden　die　Schwereren　Lasten　den　Bauern　auferlegen，　die　die　Front

getragen　hatten，　infolge　ihrer　Al〈tionen．

Chiehづfu　自行婦　in　Irnperial　Decrees　of　Tan8唐　and　Japan

by

S．　Sogabe

　　Chou－li周礼，　ln　which　ldi－ling律令had　its　origin，　had　the　provisions

to　exempt　the　particular　people　as　the　sage　from　the　labour　burdens．

This‘shih－she呼樋system’was　adopted　into　ldi－ling　in　Han漢period

（350）




